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• 令和3・4年度で計39の実証事業者を採択し、実証事業を行った。

実証事業 事業テーマ

# 事業名 代表団体名
月経・
PMS

妊娠・
不妊

産後
ケア

更年期
婦人科
疾患

ヘルスリ
テラシー

その他

01 働く女性が乳がんを経験しても変わりなく働くことのできる場所の提供・雇用と、価格・着け心地共にストレスフリーな国産パッド開発
アボワールインターナショナル
株式会社

●

02 大企業および中小企業の従業員を対象としたライフステージを支える企業内助産師の有用性検証事業 株式会社With Midwife ● ● ● ● ● ●

03 潜在助産師を活用した、地方における育児期の女性の職場復帰を支援するオンライン相談事業：「The CARE for Community」実証実験 株式会社With Midwife ● ●

04 女性の意思決定支援サービスの構築およびライフデザインにまつわる社会環境整備に向けた実証事業
一般財団法人ウェルネス
サポートLab

● ● ● ● ● ●

05 不妊治療患者を対象にした遠隔医療スキームの確立、および、不妊治療啓発の動画コンテンツ作成 vivola株式会社 ●

06 働く女性の健康に対するオンライン支援プログラムの効果検証 株式会社Kids Public ● ● ● ● ●

07 産婦人科による働く女性の健康やライフイベントに伴う悩みや不安に関するオンライン相談事業 医療法人葵鐘会 ● ● ● ● ● ● ●

08 法人向けオンライン女性健康相談サービス「フェムラインかごしま」実証事業 社会医療法人博愛会相良病院 ● ● ● ●

09 生理用品の計量管理による生理周期の把握とデータを活用した健康課題の解決 シャープ株式会社 ● ●

10 働く更年期女性がキャリアをあきらめないためのヘルスリテラシー向上・相談窓口事業 株式会社ジョコネ。 ● ●

11 生命をつなぐ 世代をつなぐ 医療をつなぐ診療支援システム開発 株式会社シンフォニア ●

12 妊活・不妊治療と仕事の両立を支援する妊活サポート事業 株式会社ステルラ ●

13 更年期ケアの重要性を可視化し、社会へ啓蒙＠渋谷区＠神戸市自治体連携 株式会社TRULY ● ●

14 女性のライフプランとキャリアの両立支援事業 株式会社ninpath ●

15 個人・企業のヘルスリテラシー向上と日本の８割の雇用を支えるローカル経済圏でのフェムテック普及展開の仕組みの構築に向けた実証事業 株式会社陽と人 ● ● ● ● ● ●

16 自治体と連携した 1. 妊活・不妊治療の当事者向けサポート 2. 妊活・不妊治療を支える周囲のサポート啓蒙 株式会社ファミワン ● ● ● ● ●

17
日常生活の中で簡便に自身の疲労度・ストレスレベルを可視化し、リアルタイムで感覚刺激を通じた解決を行うアプリ「me-fullness」による、働く女性の疲労・
ストレス緩和ソリューションの実証事業

株式会社ポーラ・オルビス
ホールディングス

●

18 女性社員が入社からリタイアまでいきいきと働ける環境を実現する健康課題改善プラットフォーム事業 丸紅株式会社 ● ● ● ●

19 周産期遠隔医療プラットフォームを活用した仕事と安全な妊娠・出産の両立にかかる実証事業
メロディ・インターナショナル
株式会社

● ●

20 女性従業員と企業へのワンストップソリューション伴走支援による女性の健康課題解決と就業継続促進に向けた健康相談並びにセミナー事業 株式会社SUSTAINABLEME ● ● ● ● ● ● ●

令和3・4年度フェムテック等サポートサービス実証事業実績

■令和3年度実証事業一覧
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実証事業 事業テーマ

# 事業名 代表団体名
月経・
PMS

妊娠・
不妊

産後
ケア

更年期
婦人科
疾患

ヘルスリ
テラシー

その他

01 最短期間で最大の効果を上げる不妊治療プロトコルを提案するＡＩ(人工知能)サービス 株式会社iCaret ● ●

02 セルフトレーニングをサポートする「ペリノス™」とトレーナー指導の組み合わせによる骨盤底筋トレーニング アルプスアルパイン株式会社 ● ● ● ●

03 妊活・不妊治療におけるパートナーシップ構築を目的としたコミュニケーション促進ソリューションの効果検証 vivola株式会社 ●

04 ヘルスリテラシー向上(知識の獲得から行動改善まで)を通じた働く女性と組織の活性化をサポートする『トータルウェルネスプログラム』 株式会社SRACreative ● ● ● ● ●

05 働く更年期女性の睡眠を可視化したリトリートプログラム実証事業 沖縄セルラー電話株式会社 ●

06 あらゆるトイレの個室にて生理用品を取得可能にするなど「生理ライフ」を快適にし、生理になる人のモビリティを向上 オモテテ株式会社 ● ● ● ● ●

07 新入社員向け「女性特有の健康課題に関するeラーニングプログラム」の開発と検証 株式会社Kids Public ● ● ● ●

08 オンラインコミュニティを使った「女性特有の健康課題や働き方について語り合う」プラットフォームの構築・運用と情報発信事業 株式会社産業経済新聞社 ● ● ● ● ● ●

09 就労妊婦等メンタルヘルス向上と離職防止のための、専門家「助産師」とAI(声解析)による継続的なサポート実証事業
株式会社じょさんし
GLOBAL Inc.

● ●

10
助産師・保育士が24 時間体制で産後の親子をサポートする産後ケアリゾート「 HOTEL CAFUNE 」及び継続的なサポートのニーズ検証と
産後ケアの社会認知度向上の実証実験

株式会社水星 ● ●

11
女性特有の出産育児のライフイベントや健康課題を乗り越え能力を最大限発揮できる新しい時代を実現する「『TOTONOERU🄬(トトノエル)』を活用した
レジリエントな企業基盤構築支援事業 Ver.1」

株式会社天煌堂 ● ● ●

12 未病状態のからだケア 素材～製品・サービス異業種連携でのワークショップを通じた行動変容プログラムの提供 東レ株式会社 ● ●

13 データ収集プラットフォームを通じた企業のフェムテック導入促進事業 株式会社nanoni ● ● ● ● ● ●

14 不妊治療当事者のウェルビーイング向上のための心理ケア事業 株式会社ninpath ●

15 フェムテックを活用した企業・自治体の行動変容を促す「伴走型アクティブラーニング・プログラム」実証事業 〜gender learning innovation〜 株式会社陽と人 ● ● ● ● ●

16 アバターを活用した専門家による働く女性のウェルビーイング向上のためのサポート実証事業 株式会社BRING ● ● ● ● ●

17 身体症状と音声の分析を用いたヘルスケアとキャリア支援を繋ぐ仕組みづくり
一般社団法人ヘルス
サポーターズイノベーション

● ● ● ● ● ● ●

18 運動後の爽快感が味わえる「次世代EMS」を活用した、働く女性のメンタルヘルス・パフォーマンス向上事業
株式会社ポーラ・オルビス
ホールディングス

● ● ●

19 女性活躍を推進するための生理用品設備設置とコミュニケーションをデザインする教育事業
わたしの暮らし研究所
株式会社

● ● ●

令和3・4年度フェムテック等サポートサービス実証事業実績

■令和4年度実証事業一覧
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サービス提供者数※

153社

企業

10団体

自治体

32機関

医療機関

※39の実証のサービス開発～提供に関わった団体の総数。数値は2023年3月10日時点のもの。このほか、学校法人や個人等25者も関与。

• 令和3･4年度で計39の実証事業を実施。153の企業、10の自治体、32の医療機関が関与し、さまざまなフェムテック等サポート
サービスを提供した。

令和3・4年度フェムテック等サポートサービス実証事業実績
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サービス利用者、導入団体数※

327社

企業

80団体

自治体

25機関

医療機関利用者

20,061名

※数値は2023年3月10日時点のもの。いずれも延べ数。このほか、労働組合等4者も導入。

• 令和3･4年度のフェムテック等サポートサービスの利用者（個人）は20,061、企業は327、自治体は80、医療機関は25にのぼった。

令和3・4年度フェムテック等サポートサービス実証事業実績
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実証事業結果を踏まえた考察
と今後の展望
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• 令和4年度は、令和3年度の実績を踏まえ、取組をさらに「拡げる」、「深める」形で、活動を加速させてきた。

令和4年度事業の実施方針

① 拡げる ② 深める

✓ 事業のバリエーション拡充を目指し、提案内容
の「独自性」「新規性」を重視

✓ より中長期の事業成果を測定するため、令和
3年度実証事業への参加者への追跡調査を
実施

✓ 「フェムテック等サポートサービスの活用によ
り、働く女性のWell-beingを高める」という事業
目的の達成状況を横串しで測るため、本年度
より新たに全事業共通の成果指標を設置

令和4年度フェムテック等サポートサービス実証事業方針

不妊治療領域におけるAI開発や更年期領域における
デバイス開発等、独自性・新規性のある19の事業を推進

共通指標や追跡調査を用いた成果分析を通じて、
より定量的/中長期的な実証成果を把握
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令和4年度事業成果の整理の全体像
• 「深める」の観点で、令和4年度は以下「短期的成果」および「中長期的成果」の取得～分析を試み、フェムテックを活用した働く女性
のWell-being向上の実現に向けたポイントをとりまとめた。

対象 本報告書において整理した成果

フェムテックを活用した働く女性
のWell-being向上の実現に向
けたポイント

ユーザーの定量・定性的変化

• 仕事におけるパフォーマンスの変化
• 働く女性の望むキャリアの形成に
向けた意識・行動の変化 等

導入組織・団体の定性的変化

• 働く女性の周囲の関係者の意識の変化
• 経営層の意識の変化
• 組織全体のパフォーマンスの変化 等

調査手法 取得した情報

ユーザーの定量的変化

• 仕事におけるパフォーマンスの変化
• 働く女性の望むキャリアの形成に
向けた意識・行動の変化 等

共通指標を

用いたアンケート
調査

3-1. 短期的成果：共通指標からみるユーザーの
定量的な意識・行動変容

3-2. 中長期的成果：インタビュー調査・追跡調査から
みるユーザー・組織の定量的・
定性的な意識・行動変容

3-3.

追跡調査

インタビュー
調査

令和4年度事業
のユーザー

令和3年度事業
のユーザー・
導入団体
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短期的成果：
共通指標からみるユーザーの
定量的な意識・行動変容3-
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共通指標の構成の全体像
• 19事業全体で得られた共通指標データの分析は、フェムテック等サポートサービス利用前後のアンケート回答データを、以下の9つ
の測定項目それぞれに対して、単純集計、クロス集計およびヒストグラムを用いる形式で実施した。

• 本項では、共通指標を用い確認できた結果に絞って記述を進める。各事業の成果については、第2章に記載の19事業独自の成果
指標より得られた結果についても合わせてみていただくことで、より理解を深めていただくことができると考える。

健康課題がキャリアに
及ぼす影響度の認知

解決策/緩和策の認知

解決策/緩和策の実施

他者・組織への相談の
実施

解決策/緩和策実施
のアウトカム

他者・組織に向けた
相談実施のアウトカム

測定項目

絶対的
プレゼンティーズム

相対的
プレゼンティーズム

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、従来健康
課題を意識している層（意識層）は選択個数が減り、健康
課題がキャリアに及ぼす影響が緩和された状態となる。
従来健康課題を意識していなかった層（無意識層）は選択
個数が増え、より多くの影響を認知している状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数
が増え、より多くの解決策/緩和策、相談先を認知してい
る状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数
が増え、より多くの解決策/緩和策について行動を起こし
ている、もしくはより多様な相手に相談を実施している状
態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数
が増え、行動に移した解決策/緩和策や相談の実施から、
より多くのアウトカムを得られている状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、絶対的プ
レゼンティーズム、相対的プレゼンティーズムの値が上昇
し、損失割合が減少する。

仮説

他者・組織への相談先
の認知

分類目的

共通指標①

主観的プレゼ
ンティーズム

共通指標②

キャリア形成

利用者の主観
的Well-beingの
変化を確認
する

利用者の自身
のキャリア形
成に係る意識・
行動の変化を
確認する

用いる指標

WHO Health and 
Work Performance 
Questionnaire※の
設問B9ー11

本事業の
独自指標

主観的プレゼンテ
ィーズムの変容

意識変容

行動変容

アウトカムの変容

用いる分析軸

回答者属性

事業特性

•年齢

•健康課題テーマ

•職種

•役職

•子の有無

•展開スキーム

•健康課題テーマ

•サービスカテゴリ

•介入目的

×

※世界保健機関 健康と労働パフォーマンスに関する質問紙(短縮版)日本語版 riomh.umin.jp/lib/WHOーHPQ(Japanese).pdf
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共通指標①の設問項目と活用した指標

# 質問事項 選択肢

1 あなたの仕事において、0が誰でも達成できるよう
な仕事ぶり、10が最も優れた勤務者の仕事ぶりと
したとき、同僚等、あなたと似た仕事に携わる他の
社員の普段の仕事ぶりを、あなたはどのように評
価しますか。

0／1／2／3
／4／5／6／
7／8／9／10

2 あなたの仕事において、0が誰でも達成できるよう
な仕事ぶり、10が最も優れた勤務者の仕事ぶりと
したとき、過去 1-2 年のあなたの普段の仕事ぶり
を、あなたはどのように評価しますか。

0／1／2／3
／4／5／6／
7／8／9／10

3 あなたの仕事において、0が誰でも達成できるよう
な仕事ぶり、10が最も優れた勤務者の仕事ぶりと
したとき、過去 4 週間（28 日間）の間の勤務日に
おけるあなたの総合的な仕事ぶりを、あなたはど
のように評価しますか。

0／1／2／3
／4／5／6／
7／8／9／10

絶対的
プレゼン
ティーズム

相対的
プレゼン
ティーズム

上記2に10を掛けて算出

3を、1で割ることによって算出
（ただし、その値は0.25以上
2.00以下とする）

区分 算出方法

絶対的プレゼンティーズムの値が上昇した
場合、絶対的プレゼンティーズムの損失割
合が減少したといえる。

相対的プレゼンティーズムの値が上昇した
場合、相対的プレゼンティーズムの損失割
合が減少したといえる。

解釈

■活用した指標

（出所）HPQ scoring documents：https://www.hcp.med.harvard.edu/hpq/ftpdir/hpq_scoring_doc.pdf

■設問項目

（出所）世界保健機関 健康と労働パフォーマンスに関する質問紙(短縮版)日本語版
riomh.umin.jp/lib/WHOーHPQ(Japanese).pdf

• 共通指標①・②の設問項目と選択肢および活用した指標との対応関係は、以下のとおり。
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共通指標②の設問項目と活用した指標

# 質問事項 選択肢

0 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
について、これまで意識したことはありましたか。

はい／いいえ

1 女性特有の健康課題があなたの今後のキャリアに与え
うる影響を教えてください（複数回答可）。

退職／転職／休職／昇進・昇格の辞退／短日勤務・時短勤務への移
行／他部署・他職種への異動／その他／特になし

2 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を自身で解決/軽減するための方法の中で、具体的にイ
メージできるものを教えてください（複数選択可）。

医療機関における各種検診・検査の受診／簡易検査キット等によるセ
ルフチェックの実施／アプリ等によるセルフモニタリングの実施／医療
機関における各種治療等の実施／各種専門家への相談／低用量ピ
ル・漢方等の医薬品の服用／各種機器等によるセルフトレーニングの
実施／衣類・化粧品等によるセルフケアの実施／セミナー受講等を通じ
た関連知識の獲得／その他／特になし

3 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を自身で解決/軽減するための方法の中で、すでに行動
に移したことがあるものを教えてください（複数選択可）。

4 （3で「特になし」以外を回答した場合）行動した結果、あ
なた自身のキャリアにどのような良い影響がありました
か。

勤務が身体的に楽になった／勤務が心理的に楽になった／現在の勤
務形態での勤続ができると思った／昇進・昇格に前向きになった／他部
署・他職種への異動を考えなくなった／その他／あまり変わらなかった

5 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を解決/軽減するために、どのような人からの協力が必
要だと思いますか（複数選択可）。

パートナー／その他家族／上司／同僚／人事／経営層／組織内産業
保健担当者（産業医・保健師等）／キャリアコーチ・キャリアカウンセラー
／自治体の担当課／その他／特になし

6 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を解決/軽減するために、すでに協力を得たことがある
人がいれば教えてください（複数選択可）。

7 （6で「特になし」以外を回答した場合）協力を得た結果、
あなたのキャリアに及ぼす影響や組織に良い影響があ
ったものを教えてください。

勤務が身体的に楽になった／勤務が心理的に楽になった／現在の勤
務形態での勤続ができると思った／昇進・昇格に前向きになった／他部
署・他職種への異動を考えなくなった／他の女性も働きやすくなった／
所属チームのパフォーマンスが向上した／組織全体のパフォーマンス
が向上した／その他／あまり変わらなかった

区分 算出方法と解釈

■活用した指標■設問項目

健康課題が
キャリアに
及ぼす

影響度の認知

解決策/緩和策
の認知

解決策/緩和策
の実施

他者・組織への
相談の実施

解決策/緩和策
実施

のアウトカム

他者・組織に
向けた相談実施
のアウトカム

他者・組織への
相談先の認知

• 0で「はい」を選択した意識層、
0で「いいえ」を選択した無意識
層それぞれの、1で選択した項目
の数および項目の変化を確認。

•選択した項目の数が減少している
場合、健康課題の影響が緩和され
たといい得る。また、選択した項
目の数が増加した場合は多くの影
響を認知したといい得る。

• 2～4それぞれについて、選択した
項目の数および項目の変化を測定

•選択した項目の数が増加した場合、
より多くの解決策/緩和策が認知
され、行動に移され、多くのアウ
トカムを得たといい得る。

• 5～7それぞれについて、選択した
項目の数および項目の変化を測定。

•選択した項目の数が増加した場合、
より多くの相談先が認知され、相
談が実行に移され、多くのアウト
カムを得たといい得る。
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回答者デモグラフィック
• 有効回答数は、19事業合計で1,037であった。事業別の有効回答数は以下のとおり。

• 回答者の抱える健康課題の領域は、月経・PMSが605人と最も多く、妊娠・不妊や更年期がそれに続いた。

• そのほか、回答者や回答者の参加した事業の特性に係る属性情報の詳細は、「Appendix2 共通指標集計結果」を参照されたい。

事業別有効回答人数（N=1,037）※以下、事業の代表団体名を記載

(人)

あなたが抱えている健康課題の領域について、あてはまるものが
あれば教えてください。（複数回答、N=1,643）

605

222

74

201

168

157

80

136

0 100 200 300 400 500 600 700

月経・PMS

妊娠・不妊

産後ケア

更年期

婦人科疾患

ヘルスリテラシー

その他

特になし

18

37

35

141

24

127

16

95

19

6

65

22

14

80

20

79

17

29

193

0 50 100 150 200 250

株式会社iCaret

アルプスアルパイン株式会社

vivola株式会社

株式会社SRACreative

沖縄セルラー電話株式会社

オモテテ株式会社

株式会社Kids Public

株式会社産業経済新聞社

株式会社じょさんしGLOBAL Inc.

株式会社水星（L&Gグローバルビジネス）

株式会社天煌堂

東レ株式会社

株式会社nanoni

株式会社ninpath

株式会社陽と人

株式会社BRING

一般社団法人ヘルスサポーターズイノベーション

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス

わたしの暮らし研究所株式会社

(人)

株式会社水星
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共通指標①の集計結果（主観的プレゼンティーズム）
• 19事業全体でみたとき、共通指標①については、絶対的プレゼンティーズム、相対的プレゼンティーズムとも平均値が上昇し、
損失割合が減少。

平均値 中央値 最頻値

59.0→62.2 60→60 50→80
測定項目

絶対的プレゼン
ティーズム

相対的プレゼン
ティーズム 0.93→0.94 1→1 1→1

数値の範囲

0 ～ 100

0.25 ～ 2.00

青字：前述の仮説と同様の結果が出たもの
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共通指標②の集計結果（本事業独自指標）
• 19事業全体でみたとき、共通指標②においても、以下7つの測定項目それぞれの選択個数※1の平均値が上昇。

平均値 中央値 最頻値

2.84→3.00 2→2

測定項目

女性特有の健康課題があなたの今後の
キャリアに与えうる影響を教えてください

3.20→3.20 3→3女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解決/軽減
するための方法の中で、具体的にイメージできるものを教えてください

1.64→1.74 1→1女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解決/軽減
するための方法の中で、すでに行動に移したことがあるものを教えてください

0.69→0.74 0→0
（「特になし」以外を回答した場合）行動した結果、あなた自身のキャリアにど
のような良い影響がありましたか

3.85→4.06 4→4女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽減するた
めに、どのような人からの協力が必要だと思いますか

1.41→1.48 1→1女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽減するた
めに、すでに協力を得たことがある人がいれば教えてください

0.96→0.98 1→1（「特になし」以外を回答した場合）協力を得た結果、あなたのキャリアに及ぼ
す影響や組織に良い影響があったものを教えてください

3→3

1→1

0→0

4→4

0→0

0→1
※1：測定項目1～7それぞれについて、回答者が選択した項目の数を測定。
※2：小数点以下3桁でみると、3.197→3.203と上昇している。

1

2

3

4

5

6

7

※2

1.38→1.79 1→1

従来健康課題を意識して
いる層（意識層）

従来健康課題を意識して
なかった層（無意識層）

選択個数の範囲

0 ～ 7

0 ～ 7

0 ～ 10

0 ～ 10

0 ～ 6

0 ～ 10

0 ～ 10

0 ～ 9

0→0

3→3

オレンジ字：前述の仮説と同様の結果が出たもの
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健康課題テーマ別のクロス集計結果
• 回答者の抱える健康課題について、「妊娠・不妊」と回答した人については、共通指標①：絶対的プレゼンティーズムの
改善傾向および共通指標②の7：他者・組織に向けた相談実施のアウトカムの改善傾向を確認。「産後ケア」および「ヘ
ルスリテラシー」と回答した人については、共通指標①：絶対的プレゼンティーズムの改善傾向および共通指標②の1：
健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知の緩和傾向を確認。

平均値 中央値 最頻値

54.64→60.05 60→60 50→70

測定項目

絶対的プレゼンティーズム

全体0.29 : 0.53 全体0 : 1
協力を得た結果、あなたのキャリアに及ぼす影響
や組織に良い影響があったものを教えてください

56.08→58.24 60→60

3.23→2.95 3→3
女性特有の健康課題があなたの今後の
キャリアに与えうる影響を教えてください

58.47→63.89 60→70

2.97→2.87 3→3
女性特有の健康課題があなたの今後の
キャリアに与えうる影響を教えてください

全体0 : 1

50→60

3→2

50,60→70,80

2→3

妊娠・不妊

絶対的プレゼンティーズム

絶対的プレゼンティーズム

産後ケア

ヘルス
リテラシー

7

回答者の
健康課題

共通
指標①

共通
指標②

1

共通
指標①

共通
指標②

1

共通
指標①

共通
指標②

※1：「事後アンケートの回答個数－事前アンケート回答個数」の値の範囲。
※2：「事後アンケートの回答個数－事前アンケート回答個数」について、全体の傾向と比較した値。値の大きい方が改善があったものとして解釈。
※3：選択個数が減少した場合にはキャリアへの影響の緩和があったものと解釈。

※2 ※2 ※2

※3

※3

値および
選択個数の範囲

0 ～ 100

-9 ～ 9

0 ～ 100

0 ～ 7

0 ～ 100

0 ～ 7

青字/オレンジ字：前述の仮説と同様の結果が出たもの

※1
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共通指標の分析結果
• 各仮説に対し、共通指標の分析から得られた結果は以下の通りであり、フェムテック等サポートサービスの活用が、働く女性の

Well-beingの向上や、キャリア形成に良い影響を与えている可能性があることが示唆された。

• 本調査は、時系列的要因や回答者の回答時のコンディション等、外的要因についてコントロールされているものではなく、因果関係
の証明は困難である（あくまで傾向について論じる必要がある）点や、19事業の回答者人数のばらつきがある影響を排除しきれて
いない点について、留意が必要。

健康課題がキャリアに
及ぼす影響度の認知

解決策/緩和策の認知

解決策/緩和策の実施

他者・組織への相談の
実施

解決策/緩和策実施
のアウトカム

他者・組織に向けた
相談実施のアウトカム

測定項目

絶対的プレゼンティーズム

相対的プレゼンティーズム

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、従来健康課題を意識し
ている層（意識層）は選択個数が減り、健康課題がキャリアに及ぼす影
響が緩和された状態となる。従来健康課題を意識していなかった層（無
意識層）は選択個数が増え、より多くの影響を認知している状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数が増え、より多
くの解決策/緩和策、相談先を認知している状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数が増え、より多
くの解決策/緩和策について行動を起こしている、もしくはより多様な相
手に相談を実施している状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数が増え、行動に
移した解決策/緩和策や相談の実施から、より多くのアウトカムを得てい
る状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、絶対的プレゼンティー
ズム、相対的プレゼンティーズムの値が上昇し、損失割合が減少する。

仮説

他者・組織への相談先の
認知

共通指標①

主観的プレゼ
ンティーズム

共通指標②

キャリア形成

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、意識層は選択個数の
平均値が上昇し、より多くの影響を認知している状態となった。無意識
層も選択個数が増え、より多くの影響を認知している状態となった。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数の平均値が上
昇し、より多くの解決策/緩和策、相談先を認知している状態となった。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数の平均値が
上昇し、より多くの解決策/緩和策について行動を起こしている、もしく
はより多様な相手に相談を実施している状態となった。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数の平均値が
上昇し、行動に移した解決策/緩和策や相談の実施から、より多くの
アウトカムを得られている状態となった。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、絶対的プレゼンティー
ズム、相対的プレゼンティーズムとも平均値が上昇し、損失割合が減
少した。

結果
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中長期的成果：
インタビュー調査・
追跡調査からみる
ユーザー・組織の定量的・
定性的な意識・行動変容3-
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• 本事業の中長期的成果を確認するため、以下の令和3年度事業に対して、当事務局による昨年度のサービス利用者/導入団
体に対するインタビュー調査および各事業者による昨年度サービス利用者に向けた追跡調査を行った。

実証事業 事業テーマ 調査対象

調査種別 事業名 代表団体名
月経・
PMS

妊娠・
不妊

産後
ケア

更年
期

婦人
科
疾患

ヘルス
リテラ
シー

その
他

調査対象

インタビュー
調査

女性の意思決定支援サービスの構築およびライフデザインにまつわる
社会環境整備に向けた実証事業

一般財団法人ウェルネス
サポートLab

● ● ● ● ● ● サービス利用者

自治体と連携した
1. 妊活・不妊治療の当事者向けサポート
2. 妊活・不妊治療を支える周囲のサポート啓蒙

株式会社ファミワン ● ● ● ● ●
青森県東北町
の導入担当者

女性社員が入社からリタイアまでいきいきと働ける環境を実現する
健康課題改善プラットフォーム事業

丸紅株式会社 ● ● ● ●

コニカミノルタ健康保険組合
（以下、コニカミノルタ健保）

日本航空株式会社(以下、JAL)の
サービス利用者/導入担当者

追跡調査

不妊治療患者を対象にした遠隔医療スキームの確立、および、
不妊治療啓発の動画コンテンツ作成

vivola株式会社 ● サービス利用者

働く女性の健康に対するオンライン支援プログラムの効果検証 株式会社Kids Public ● ● ● ● ● サービス利用者

女性のライフプランとキャリアの両立支援事業 株式会社ninpath ● サービス利用者

個人・企業のヘルスリテラシー向上と日本の８割の雇用を支えるローカル経
済圏でのフェムテック普及展開の仕組みの構築に向けた実証事業

株式会社陽と人 ● ● ● ● ● ● サービス利用者

日常生活の中で簡便に自身の疲労度・ストレスレベルを可視化し、
リアルタイムで感覚刺激を通じた解決を行うアプリ「me-fullness」による、
働く女性の疲労・ストレス緩和ソリューションの実証事業

株式会社ポーラ・オルビス
ホールディングス

● サービス利用者

インタビュー調査および追跡調査の対象事業

■調査対象となった令和3年度実証事業一覧

501



PwC

調査結果のサマリ（インタビュー調査）
• インタビュー調査の結果、中長期的な成果として、サービス利用者の意識の変容、行動変容に加え、男性社員等、周囲の関係者
の意識の変容も見られた。アウトカムとしても心理的安全性や労働生産性、女性の健康課題による不調が影響を与える日数等に
ついて、定性的・定量的な改善が見られた。

サービス利用者 導入団体

参加動機 •個人として使い始めたが、自社のメンバーにも必要な支援なので
はと気づき、のちに社としてもサービスを導入した。(ウェルサポ)

•様々な課題を抱えていたところ、このサービスが女性特有の健康
課題だけでなく日常生活の様々なテーマで相談が可能と聞いたた
め参加した。(ウェルサポ)

•病院探しに苦労し、コロナ禍で不要不急の通院も避けたいと考え
ていたため、オンラインで話を聞ける本事業に参加した。(JAL)

•女性が働きやすくなることは、組織としての生産性向上や、男女問わず、職場全体の働きやすさ向上につながると
認識しており、多様な社員がいる中で、それぞれに対して個々にフィットした手当てを行っていくことが、組織全体と
してWell-beingを高める秘訣だと考えているため導入した。(JAL)

•一番の動機は、「個人の痛みや辛さを軽減させたい」という想い。仕事にとっても重要な女性の健康課題のケアにつ
いて、支援を用意している会社の方が女性従業員のエンゲージメントが高まると考えている。(コニカミノルタ健保)

•従来より女性への妊娠から出産までの支援を実施しているが、妊娠前や出産後の方にも支援を行うべきではという
課題感を持っていた。町議会にて不妊治療支援について話題となったことも、導入の後押しとなった。（東北町）

参
加
後
の
変
容

意識の
変化

•自身に疲労が溜まっていることに気づき強い自分でいることをや
め、楽な気持ちでいることを受け入れられるようになった。(ウェル
サポ)

•部下の体調やモチベーションのフォローに気が回るようになった。
周囲の人々の体調変化に対する許容度が高まった。(JAL)

•男性社員からも「自身も正しい知識を持つことが大事だと分かった」との声が上がるなど、女性特有の健康課題をタ
ブー視しない意識が少しずつ生まれている。(JAL)

• 「更なる風土醸成の必要性やコミュニケーションの取り方などを学ぶことができて、非常に勉強になった」との声があ
がった。(コニカミノルタ健保)

•庁内において、職員の女性の健康課題に関するリテラシーが徐々に高まってきていると感じる。（東北町）

行動の
変化

•受診行動につながった。(ウェルサポ、コニカミノルタ健保)
•自身の弱い部分も、周りに共有できるようになった。(ウェルサポ)
•腰痛の話をするように更年期の話ができるようになった。健康の
話題を中心に職場のコミュニケーションが活性化した(JAL)

―

アウト
カム

•自分の体調について気軽に話せるようになったことで、職場での
心理的安全性が高くなった。また、「体調が悪い時は医師に相談
できるから大丈夫」と思え、健康に対する不安などの心理的なトラ
ブルで自分の労働生産性が下がることもなくなった。(JAL)

•月経プログラム参加者の「月経による不調が1か月のうちに影響を与える日数」に関して、サービス実施前は3.5日以
上あったものが実施後には1日以下になった。(JAL)

•女性従業員の「業務パフォーマンス」と「月経・更年期による不調が影響を与える日数/月」の数値に明らかな改善が
見られた。(コニカミノルタ健保)

今後への
期待

•今後男性社員に対する支援も拡充されれば、女性社員もサービ
スをより利用しやすくなっていくと思う。(JAL)

•若いメンバーが自身の身体に目を向けるきっかけになるプログラ
ムを準備することも必要だと考える。(コニカミノルタ健保)

•社員が自身の健康課題についてより相談しやすい環境ができることを期待している。男性更年期に対する支援を求
める声も挙がっており、その支援も検討したい。(JAL)

•子供の健康に関する医師等による相談窓口や男性の育児支援サービス等が加わると、より個々に沿った支援が充
実すると考えている。(コニカミノルタ健保)

•地方によっては産婦人科医が少なく、女性が産婦人科のかかりつけ医を持つことが難しい。フェムテックサービスが
一次相談先として普及し、正しい受診勧奨につながることを期待。（東北町）
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調査結果のサマリ（追跡調査）
• 追跡調査のうち、特にサービス利用者の意識・行動の変化等が確認できた3事業の結果は以下の通り。

• 追跡調査の結果、中長期的な成果として、フェムテック等サポートサービスの利用をきっかけに、それぞれのサービス利用者の健
康やキャリアとの両立に関する意識、行動の継続的な変容が見られた。

Kids Public 陽と人 ninpath

意識の
変化

• 有症状時の医療機関の受診やセルフケアについて意
識・継続している介入群参加者は4割。

• 介入群では正しい知識を有する割合が高い水準で維持
されていた。

• 「FACT BOOK※を読んでから働く会社が男性が働くため
の会社になっているのでは、という疑問がでてきた。視
野が広がった」というコメントがあった。

• 特に20代の若年層については、「今後のライフイベント
やライフプランについてしっかり考えるようになった。」
「自身の身の回りの友人・知人・同僚など、様々なライフ
イベントの課題に直面しているかもしれないという意識を
している。」という回答が多かった。

行動の
変化

• 介入群は、普段の運動・睡眠・生活習慣が「整えられて
いる」と回答した割合が、対象群と比較して高い水準に
保たれていた。特に、運動習慣については事業終了時
よりも割合が増加していた。

• 「職場でもFACT BOOK※を持ち歩くようになった。年代的
に子育ての話が増え、身体のことを話したい人もいると
いうことがわかった。「ここにこう書いてあるよ」と職場で
見せて会話の種にしている」というコメントがあった。

• ライフプランの検討〜治療実施まで、何らかの行動変容
があった割合が86％にのぼった。

• 21％の方が治療に関する具体的な行動を行っており、
セミナーやAMH検査の実施が行動の後押しとなったと
考えられる。

今後に
向けて

• 部分的にではあるが、「ヘルスリテラシー」や「受診行
動」、「生活習慣」、「生産性」に継続した良い影響が認め
られた。事業終了後にも長期的にポジティブな影響を残
していることがわかった。

• 参加者の70%が同様のオンライン支援プログラムをまた
受けてみたいと回答し、継続した事業提供のニーズを把
握できた。

• 仕事よりも身近な「家庭」での一歩に貢献

男性の読者が多く、男性たちの変容をヒアリングしたとこ

ろ、この冊子があることで、仕事よりもより身近な「家庭」

での家事・育児・妻への接し方・家族内での対話に行動

変容が生まれていた。

• 男性の価値観・行動変容に繋がる

働く女性が読む冊子として女性目線で制作したが、男性

からの賞賛の声が非常に大きかった。今後男性にとっ

て読みやすいか、また、女性にとっても読みやすいかを

検証し、改善していきたい。

• セミナー実施から1年、また一部の企業では両立支援制
度の導入から1年経過したことで、仕事との両立につい
て、「両立できると思う」と回答した割合が2倍以上に増
えていた。セミナーによる理解度の浸透と、両立支援制
度の構築による影響が高いと推察される。

※『はたらく女性の心と身体FACTBOOK～未来のわたしに、今のわたしができること～』：
同社が令和３年度事業において作成した、働く年代の女性の心と身体のしくみについてまとめたハンドブック。
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フェムテックを活用した
働く女性のWell-being向上
の実現に向けたポイント3-
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• 働く女性のWell-being向上を目的としたフェムテックの職域等でのさらなる活用に向けて、①ユーザの活用の促進、②よりよい製品・
サービスの開発、③投資の活性化、の主に3つの観点から、それぞれの立場で活動を進めているところ。本補助事業では、中でも特
に①および③に力を入れ取り組んできた。

フェムテック企業

異業種企業
（ものづくり、Tech系等）

研究機関
（医学、工学等）

国

• 研究情報や技術、
知見の提供

• 共同研究・開発

• 技術の提供
• 共同開発
• 共同マーケティング

• 投資
• ビジネスコンサルティング

• 開発～実証費用補助
• 実証協力

ハブとなる
機関

製品・サービス開発チーム

ユーザーコミュニティ

社会

• マッチング

企業コミュニティ

大企業

ユーザー（当事者）

所属企業

• 製品・サービス提供
• ニーズの汲み取り
• UI/UXの確認

家庭

• 各種サポート

投資家

人事等

同僚

自治体

大学

当事者参画型開発の推進

関係者をつなぐハブ役割の拡充

エビデンス（基礎研究）の強化

当事者のリテラシー向上

企業の取組参入意義・事例の
見える化

自治体の取組参入意義・事例の
見える化

2

2

2

3

1

1

• 制度準備等

パートナー

SRHR（性と生殖に関する
健康と権利）等の啓蒙

321

経営者、意思決定者クラスへの
認知拡大、啓発

働く女性のWell-being向上の実現に向けて（全体像）
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ユーザーの裾野拡大と
「面」的なアプローチ
の強化

• 働く女性本人が、自身のウェルネスの状態により自覚的になり、女性特有の健康課題に係る知識
や対処方法を知るための取組を引き続き精力的に進めることが必要である。ただし、フェムテックユ
ーザーの裾野をさらに拡げていくには、無自覚層や無行動層等、従前のアプローチでは刺さらない
層に対する、各志向等を見極めた訴求の工夫が求められる。

• 同時に、働く女性をとりまく同僚や上司等のステークホルダーに対しても働きかけ、「面」でのアプロ
ーチを進めていくことが、職域全体の変容の鍵である。

「なぜ企業/自治体が
女性の健康課題解決に取
り組むのか」のさらなる言
語化と発信

• 企業であれば経営戦略や人材戦略、自治体であれば総合計画の全体デザインの中で、当該領域
はどのように位置づくのかを明確にすることが、活動推進のポイントとなる。

• 女性特有の健康課題への対処をきっかけに、男性を含むあらゆる人材の健康増進やDE&I推進、従
業員の生産性や幸福度の向上等、多様なアウトカムを期待できるのがこの取組の魅力のひとつで
ある。“フェム”テックという語感を超えて、これが単なる女性だけのための取組ではないことについ
て、事例等を用い企業や自治体へ周知を進めていきたい。

フェムテック等サポート
サービスの活用成果の
見える化の
さらなる推進

• ユーザーのプレゼンティーズムの改善度合やキャリア形成意識・行動の変容度合等、フェムテック
活用の成果のデータをより中長期で蓄積していくことが、サービスの信頼度の向上や活用の動機づ
けに欠かせない。さらに、ユーザーのみならず、パートナーや同僚、上司等周囲のステークホルダ
ーへの波及効果も見える化できると、より説得力が高まっていくと考えられる。

• ユーザー/企業/自治体等にとっての「Well-being」とは何か、フェムテック活用を通じて実現したい絵
姿とはどのようなものか、本事業を通じて対話を深め、定量・定性両面でのデータ収集を継続してい
きたい。

• 本補助事業でのさらなる推進が期待される前頁①および③の事項については、この2年間の活動実績を踏まえると、以下の3点が
実現の鍵になると考えられる。これらは互いに連関するものであり、一体的に取組を進めていくことが肝要である。

働く女性のWell-being向上の実現に向けて（3つのポイント）

導入組織担当者のモチベーションは高いが、ユーザー数が
思ったように伸びない。

導入企業から「本事業を実施いただいたことで、利用者本
人の労働生産性やエンゲージメントによい影響が生まれて
いることをデータ上も確認できていることはもちろんのこと、
周囲の社員も含めた社全体のエンゲージメント向上にも繋
がっていることが分かった」との声が上がっている。

女性だけを対象にしたものであることが、導入ハードルとな
った。

実証事業者の声3つのポイント

特に予防分野においては、個人向けに周知してもユーザー
を得ることが難しい。

「支援者も当事者も両方へのアプローチを同時に進める必
要性を感じた」と、「面」でのアプローチを行う必要性を訴え
る声が多く、面でのアプローチを実施することにより組織内
での変化が早くなる可能性が高まるのでは、との示唆が得
られた。

多くの企業では「女性特有の健康課題」を経営上の課題と
して捉えておらず、それ以上に優先度の高い課題として
「女性活躍推進」にまつわる他の課題を挙げることが多い。
「女性の健康」や「女性の離職」、「女性の子育て」等の課
題を、「女性活躍」という上段のテーマに紐付けて、まずは
全体像を描くことが必要。
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Appendix１

成果報告会資料

～パネルディスカッション
『企業や自治体でのさらなるフェムテックサービスの
活用に向けて』

※本資料は2023年2月17日(金)に実施した経済産業省令和４年度フェムテック等サポートサービス実証事業成果報告会のパネルディスカッション資料を一部まとめたものである。
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～企業や自治体でのさらなるフェムテック
サービスの活用に向けて～

＜パネリスト＞
コニカミノルタ健康保険組合常務理事鈴田朗氏

事務長渕上武彦氏
豊島株式会社人事部浅井久美子氏
富山県知事政策局働き方改革・女性活躍推進室女性活躍推進課主任中村香菜恵氏

＜モデレータ＞
PwCコンサルティング合同会社公共事業部シニアマネージャー林真依
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Appendix２

共通指標集計結果
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共通指標の構成の全体像（再掲）
• 19事業全体で得られた共通指標データの分析は、フェムテック等サポートサービス利用前後のアンケート回答データを、以下の9つ
の測定項目それぞれに対して、単純集計、クロス集計およびヒストグラムを用いる形式で実施した。

• 本項では、共通指標を用い確認できた結果に絞って記述を進める。各事業の成果については、第2章に記載の19事業独自の成果
指標より得られた結果についても合わせてみていただくことで、より理解を深めていただくことができると考える。

健康課題がキャリアに
及ぼす影響度の認知

解決策/緩和策の認知

解決策/緩和策の実施

他者・組織への相談の
実施

解決策/緩和策実施
のアウトカム

他者・組織に向けた
相談実施のアウトカム

測定項目

絶対的
プレゼンティーズム

相対的
プレゼンティーズム

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、従来健康
課題を意識している層（意識層）は選択個数が減り、健康
課題がキャリアに及ぼす影響が緩和された状態となる。
従来健康課題を意識していなかった層（無意識層）は選択
個数が増え、より多くの影響を認知している状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数
が増え、より多くの解決策/緩和策、相談先を認知してい
る状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数
が増え、より多くの解決策/緩和策について行動を起こし
ている、もしくはより多様な相手に相談を実施している状
態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数
が増え、行動に移した解決策/緩和策や相談の実施から、
より多くのアウトカムを得られている状態となる。

フェムテック等サポートサービスの活用前後で、絶対的プ
レゼンティーズム、相対的プレゼンティーズムの値が上昇
し、損失割合が減少する。

仮説

他者・組織への相談先
の認知

分類目的

共通指標①

主観的プレゼ
ンティーズム

共通指標②

キャリア形成

利用者の主観
的Well-beingの
変化を確認
する

利用者の自身
のキャリア形
成に係る意識・
行動の変化を
確認する

用いる指標

WHO Health and 
Work Performance 
Questionnaire※の
設問B9ー11

本事業の
独自指標

主観的プレゼンテ
ィーズムの変容

意識変容

行動変容

アウトカムの変容

用いる分析軸

回答者属性

事業特性

•年齢

•健康課題テーマ

•職種

•役職

•子の有無

•展開スキーム

•健康課題テーマ

•サービスカテゴリ

•介入目的

×

※世界保健機関 健康と労働パフォーマンスに関する質問紙(短縮版)日本語版 riomh.umin.jp/lib/WHOーHPQ(Japanese).pdf
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共通指標①の設問項目と活用した指標（再掲）

# 質問事項 選択肢

1 あなたの仕事において、0が誰でも達成できるよう
な仕事ぶり、10が最も優れた勤務者の仕事ぶりと
したとき、同僚等、あなたと似た仕事に携わる他の
社員の普段の仕事ぶりを、あなたはどのように評
価しますか。

0／1／2／3
／4／5／6／
7／8／9／10

2 あなたの仕事において、0が誰でも達成できるよう
な仕事ぶり、10が最も優れた勤務者の仕事ぶりと
したとき、過去 1-2 年のあなたの普段の仕事ぶり
を、あなたはどのように評価しますか。

0／1／2／3
／4／5／6／
7／8／9／10

3 あなたの仕事において、0が誰でも達成できるよう
な仕事ぶり、10が最も優れた勤務者の仕事ぶりと
したとき、過去 4 週間（28 日間）の間の勤務日に
おけるあなたの総合的な仕事ぶりを、あなたはど
のように評価しますか。

0／1／2／3
／4／5／6／
7／8／9／10

絶対的
プレゼン
ティーズム

相対的
プレゼン
ティーズム

上記2に10を掛けて算出

3を、1で割ることによって算出
（ただし、その値は0.25以上
2.00以下とする）

区分 算出方法

絶対的プレゼンティーズムの値が上昇した
場合、絶対的プレゼンティーズムの損失割
合が減少したといえる。

相対的プレゼンティーズムの値が上昇した
場合、相対的プレゼンティーズムの損失割
合が減少したといえる。

解釈

■活用した指標

（出所）HPQ scoring documents：https://www.hcp.med.harvard.edu/hpq/ftpdir/hpq_scoring_doc.pdf

■設問項目

（出所）世界保健機関 健康と労働パフォーマンスに関する質問紙(短縮版)日本語版
riomh.umin.jp/lib/WHOーHPQ(Japanese).pdf

• 共通指標①・②の設問項目と選択肢および活用した指標との対応関係は、以下のとおり。
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共通指標②の設問項目と活用した指標（再掲）

# 質問事項 選択肢

0 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
について、これまで意識したことはありましたか。

はい／いいえ

1 女性特有の健康課題があなたの今後のキャリアに与え
うる影響を教えてください（複数回答可）。

退職／転職／休職／昇進・昇格の辞退／短日勤務・時短勤務への移
行／他部署・他職種への異動／その他／特になし

2 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を自身で解決/軽減するための方法の中で、具体的にイ
メージできるものを教えてください（複数選択可）。

医療機関における各種検診・検査の受診／簡易検査キット等によるセ
ルフチェックの実施／アプリ等によるセルフモニタリングの実施／医療
機関における各種治療等の実施／各種専門家への相談／低用量ピ
ル・漢方等の医薬品の服用／各種機器等によるセルフトレーニングの
実施／衣類・化粧品等によるセルフケアの実施／セミナー受講等を通じ
た関連知識の獲得／その他／特になし

3 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を自身で解決/軽減するための方法の中で、すでに行動
に移したことがあるものを教えてください（複数選択可）。

4 （3で「特になし」以外を回答した場合）行動した結果、あ
なた自身のキャリアにどのような良い影響がありました
か。

勤務が身体的に楽になった／勤務が心理的に楽になった／現在の勤
務形態での勤続ができると思った／昇進・昇格に前向きになった／他部
署・他職種への異動を考えなくなった／その他／あまり変わらなかった

5 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を解決/軽減するために、どのような人からの協力が必
要だと思いますか（複数選択可）。

パートナー／その他家族／上司／同僚／人事／経営層／組織内産業
保健担当者（産業医・保健師等）／キャリアコーチ・キャリアカウンセラー
／自治体の担当課／その他／特になし

6 女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響
を解決/軽減するために、すでに協力を得たことがある
人がいれば教えてください（複数選択可）。

7 （6で「特になし」以外を回答した場合）協力を得た結果、
あなたのキャリアに及ぼす影響や組織に良い影響があ
ったものを教えてください。

勤務が身体的に楽になった／勤務が心理的に楽になった／現在の勤
務形態での勤続ができると思った／昇進・昇格に前向きになった／他部
署・他職種への異動を考えなくなった／他の女性も働きやすくなった／
所属チームのパフォーマンスが向上した／組織全体のパフォーマンス
が向上した／その他／あまり変わらなかった

区分 算出方法と解釈

■活用した指標■設問項目

健康課題が
キャリアに
及ぼす

影響度の認知

解決策/緩和策
の認知

解決策/緩和策
の実施

他者・組織への
相談の実施

解決策/緩和策
実施

のアウトカム

他者・組織に
向けた相談実施
のアウトカム

他者・組織への
相談先の認知

• 0で「はい」を選択した意識層、
0で「いいえ」を選択した無意識
層それぞれの、1で選択した項目
の数および項目の変化を確認。

•選択した項目の数が減少している
場合、健康課題の影響が緩和され
たといい得る。また、選択した項
目の数が増加した場合は多くの影
響を認知したといい得る。

• 2～4それぞれについて、選択した
項目の数および項目の変化を測定

•選択した項目の数が増加した場合、
より多くの解決策/緩和策が認知
され、行動に移され、多くのアウ
トカムを得たといい得る。

• 5～7それぞれについて、選択した
項目の数および項目の変化を測定。

•選択した項目の数が増加した場合、
より多くの相談先が認知され、相
談が実行に移され、多くのアウト
カムを得たといい得る。
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基礎集計（回答者属性）

3

288

365

266

107

8

0 50 100 150 200 250 300 350 400

10代

20代

30代

40代

50代

60代

年齢（単一回答、N=1,037） あなたが抱えている健康課題の領域について、あてはまるものがあれば教え
てください。（複数回答、N=1,643）

605

222

74

201

168

157

80

136

0 100 200 300 400 500 600 700

月経・PMS

妊娠・不妊

産後ケア

更年期

婦人科疾患

ヘルスリテラシー

その他

特になし

• 回答者は20代から40代が中心であり、子供を持たない回答者が2/3を占めた。また、回答者が抱える健康課題の領域は月経・
PMSが最も多く、次いで妊娠・不妊、更年期、であった。

680

164

155

38

0 100 200 300 400 500 600 700 800

0人

（子どもはいない）

1人

2人

3人以上

子の有無（単一回答、N=1,037）

(人)(人)

(人)
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基礎集計（回答者属性）
• 役職別にみると、一般社員の回答者が最も多かった。

• 職種別にみると、事務・アシスタント職の回答者が最も多く、次いで管理（人事・総務・経理・法務等）職、経営・企画職、であった。

役職別回答人数（単一回答、N=1,037）

17

7

13

45

47

127

710

63

8

0 100 200 300 400 500 600 700 800

社長・代表

役員

部長相当

課長相当

係長相当

主任相当

一般社員

その他

現在は働いていない

(人)

職種別回答人数（単一回答、 N=1,037）

117

103

175

215

80

52

42

24

28

10

19

58

1

29

27

51

6

0 50 100 150 200 250

経営・企画

営業

管理（人事・総務・経理・法務等）

事務・アシスタント

販売・サービス

研究・開発

IT・エンジニア関連職

講師・コンサルタント

クリエイティブ（編集・デザイナー・ライター等）

工場・軽作業・物流・土木関連職

教育関連職（教員・保育士等）

医療・介護・福祉関連職

農林水産業関連職

その他専門職

公務員

その他

現在は働いていない

(人)
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基礎集計（事業特性）
• 展開スキーム別にみると、従業員向け、企業向け、個人向けの順に回答数が多かった。

• 健康課題テーマ別にみると、月経・PMSに係る事業の回答数が最も多く、次いでヘルスリテラシー、妊娠・不妊、であった。

展開スキーム別回答人数※2（N=1,829）

324

100

80

498

774

0

53

0 200 400 600 800 1000

個人向け

自治体向け

住民向け

企業向け

従業員向け

医療機関向け

患者向け

健康課題テーマ別回答人数※2（N=3,530）

818

506

318

456

447

586

399

0 200 400 600 800 1000

月経・PMS

妊娠・不妊

産後ケア

更年期

婦人科疾患

ヘルスリテラシー

その他

(人)

(人)

※1：前段の各社成果報告に掲載されている実施事項の中から、本共通指標の取得対象として適切な取組を各社選定し、当該取組の対象者
に向けてアンケートを実施したものである。各社それぞれがすべての取り組みにおいて共通指標を取得したものではないことに留意。

※2：事業ごとに該当するカテゴリを事務局にて分類の上集計。1事業が複数のカテゴリに分類されている点に留意。

事業別有効回答人数※1（N=1,037）

(人)

18

37

35

141

24

127

16

95

19

6

65

22

14

80

20

79

17

29

193

0 50 100 150 200 250

株式会社iCaret

アルプスアルパイン株式会社

vivola株式会社

株式会社SRACreative

沖縄セルラー電話株式会社

オモテテ株式会社

株式会社Kids Public

株式会社産業経済新聞社

株式会社じょさんしGLOBAL Inc.

株式会社水星（L&Gグローバルビジネス）

株式会社天煌堂

東レ株式会社

株式会社nanoni

株式会社ninpath

株式会社陽と人

株式会社BRING

一般社団法人ヘルスサポーターズイノベーション

株式会社ポーラ・オルビスホールディングス

わたしの暮らし研究所株式会社

株式会社水星
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サービスカテゴリ別回答人数※（N=2,185）

(人)

802

320

294

247

177

174

131

22

18

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

セミナー、コンテンツ配信等

生理関連用品・デバイス

その他

専門家相談/サポート

健康管理/トラッキング

コミュニティ運営

フェムケア製品・サービス

漢方・ピル処方

医療支援

介入目的別回答人数※（N=3,251）

(人)

928

590

389

620

511

213

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

当事者の認知促進

当事者の行動開始促進

当事者の行動継続伴走

周囲の認知促進

周囲の課題発掘

周囲の制度構築・風土醸成

基礎集計（事業特性）
• サービスカテゴリ別にみると、セミナー、コンテンツ配信等の事業の回答数が最も多かった。

• 介入目的別にみると、当事者の認知促進に係るものの回答数が最も多く、次いで周囲の認知促進、当事者の行動開始促進、であ
った。

※事業ごとに該当するカテゴリを事務局にて分類の上集計。1事業が複数のカテゴリに分類されている点に留意。
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共通指標①
単純集計A-2-
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共通指標①の集計結果（主観的プレゼンティーズム）（再掲）
• 19事業全体でみたとき、共通指標①については、絶対的プレゼンティーズム、相対的プレゼンティーズムとも平均値が上昇し、
損失割合が減少。

平均値 中央値 最頻値

59.0→62.2 60→60 50→80
測定項目

絶対的プレゼン
ティーズム

相対的プレゼン
ティーズム 0.93→0.94 1→1 1→1

数値の範囲

0 ～ 100

0.25 ～ 2.00

青字：前述の仮説と同様の結果が出たもの
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単純集計（絶対的プレゼンティーズム）
• 絶対的プレゼンティーズムについては、BeforeからAfterで平均値が59.0から62.2に上昇し、かつ最頻度（モード）が50から80に移動
しており、仮説「フェムテック等サポートサービスの活用前後で、絶対的プレゼンティーズムの値が上昇し、損失割合が減少する。」
と同様の結果が得られた。

絶対的プレゼンティーズム（N=1,037）

(人)
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単純集計（相対的プレゼンティーズム）
• 相対的プレゼンティーズムについては、 BeforeからAfterで平均値が0.93から0.94に上昇しており、仮説フェムテック等サポートサー
ビスの活用前後で、相対的プレゼンティーズムの値が上昇し、損失割合が減少する。」と同様の結果が得られた。

相対的プレゼンティーズム（N=1,037）

(人)

547



共通指標②
単純集計A-2-
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共通指標②の集計結果（本事業独自指標）（再掲）
• 19事業全体でみたとき、共通指標②においても、以下7つの測定項目それぞれの選択個数※1の平均値が上昇。

平均値 中央値 最頻値

2.84→3.00 2→2

測定項目

女性特有の健康課題があなたの今後の
キャリアに与えうる影響を教えてください

3.20→3.20 3→3女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解決/軽減
するための方法の中で、具体的にイメージできるものを教えてください

1.64→1.74 1→1女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解決/軽減
するための方法の中で、すでに行動に移したことがあるものを教えてください

0.69→0.74 0→0
（「特になし」以外を回答した場合）行動した結果、あなた自身のキャリアにど
のような良い影響がありましたか

3.85→4.06 4→4女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽減するた
めに、どのような人からの協力が必要だと思いますか

1.41→1.48 1→1女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽減するた
めに、すでに協力を得たことがある人がいれば教えてください

0.96→0.98 1→1（「特になし」以外を回答した場合）協力を得た結果、あなたのキャリアに及ぼ
す影響や組織に良い影響があったものを教えてください

3→3

1→1

0→0

4→4

0→0

0→1
※1：測定項目1～7それぞれについて、回答者が選択した項目の数を測定。
※2：小数点以下3桁でみると、3.197→3.203と上昇している。

1

2

3

4

5

6

7

※2

1.38→1.79 1→1

従来健康課題を意識して
いる層（意識層）

従来健康課題を意識して
なかった層（無意識層）

選択個数の範囲

0 ～ 7

0 ～ 7

0 ～ 10

0 ～ 10

0 ～ 6

0 ～ 10

0 ～ 10

0 ～ 9

0→0

3→3

オレンジ字：前述の仮説と同様の結果が出たもの

549



PwC

ヒストグラム（健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知）
• 健康課題の認知について、 「0_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響について、これまで意識したことはありまし
たか。」に「はい」と答えた従来健康課題を意識している層（意識層）は、「フェムテック等サポートサービスの活用前後で、選択個数
が減り、健康課題がキャリアに及ぼす影響が緩和された状態となる」という仮説を設定していたが、実際には選択個数の平均値が
2.84から3.00に上昇し、より多くの影響を認知している状態となった。

「0_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響について、これまで意識したことはありましたか。」に「はい」と答えた回答者についての
「1_女性特有の健康課題があなたの今後のキャリアに与えうる影響を教えてください。」に対する選択個数のヒストグラム（N=679）

(人)
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ヒストグラム（健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知）
• 健康課題の認知について、 「0_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響について、これまで意識したことはありまし
たか。」に「いいえ」と答えた従来健康課題を意識していなかった層（無意識層）についてみたとき、平均値が1.38から1.79に上昇して
おり、仮説「従来健康課題を意識していなかった層（無意識層）は選択個数が増え、より多くの影響を認知している状態となる。」と
同様の結果が得られた。

「0_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響について、これまで意識したことはありましたか。」に「いいえ」と答えた回答者についての
「1_女性特有の健康課題があなたの今後のキャリアに与えうる影響を教えてください。」に対する選択個数のヒストグラム（N=358）

(人)
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ヒストグラム（解決策/緩和策の認知）
• 解決策の認知については、 BeforeからAfterで平均値が3.197から3.203に上昇し、仮説「フェムテック等サポートサービスの活
用前後で選択個数が増え、より多くの解決策/緩和策を認知している状態となる。」と同様の結果が得られた。

「2_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解決/軽減するための方法の中で、具体的にイメージできるものを教えてください。」
に対する選択個数のヒストグラム（N=1,037）

(人)
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ヒストグラム（解決策/緩和策の実施）
• 解決策の実施についても、 BeforeからAfterで平均値が1.64から1.74に上昇し、仮説「フェムテック等サポートサービスの活用前
後で選択個数が増え、より多くの解決策/緩和策について行動を起こしている状態となる。」と同様の結果が得られた。

「3_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解決/軽減するための方法の中で、すでに行動に移したことがあるものを教えてください。」に
対する選択個数のヒストグラム（N=1,037）

(人)
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ヒストグラム（解決策/緩和策のアウトカム）
• 解決策/緩和策のアウトカムについても、 BeforeからAfterで平均値が0.69から0.74に上昇し、仮説「フェムテック等サポートサ
ービスの活用前後で選択個数が増え、行動に移した解決策/緩和策からより多くのアウトカムを得ている状態となる。」と

同様の結果が得られた。

「4_行動した結果、あなた自身のキャリアにどのような良い影響がありましたか。」に対する選択個数のヒストグラム（N=1,037）

(人)
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ヒストグラム（他者・組織への相談先の認知）
• 相談先の認知についても、 BeforeからAfterで平均値が3.85から4.06に上昇し、仮説「フェムテック等サポートサービスの活用前後
で選択個数が増え、より多くの相談先を認知している状態となる。」と同様の結果が得られた。

「5_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽減するために、どのような人からの協力が必要だと思いますか。」に対する選択
個数のヒストグラム（N=1,037）

(人)
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ヒストグラム（他者・組織への相談の実施）
• 他者・組織に向けた相談の実施 についても、 BeforeからAfterで平均値が1.41から1.48に上昇し、仮説「フェムテック等サポートサ
ービスの活用前後で選択個数が増え、より多様な相手に相談を実施している状態となる。」と同様の結果が得られた。

「6_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽減するために、すでに協力を得たことがある人がいれば教えてください。」
に対する選択個数のヒストグラム（N=1,037）

(人)
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ヒストグラム（他者・組織への相談のアウトカム）
• 他者・組織に向けた相談のアウトカムについても、 BeforeからAfterで平均値が0.96から0.98に上昇し、かつ最頻度（モード）が0から

1に移動しており、仮説「フェムテック等サポートサービスの活用前後で選択個数が増え、相談の実施からより多くのアウトカムを得
ている状態となる。」と同様の結果が得られた。

「7_協力を得た結果、あなたのキャリアに及ぼす影響や組織に良い影響があったものを教えてください。」に対する選択個数のヒストグラム（N=1,037）

(人)
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単純集計（健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知）
• フェムテックの活用を通じて、女性特有の健康課題が自身のキャリアに及ぼす影響についての意識が高まった。

1_女性特有の健康課題があなたの今後のキャリアに与えうる影響を
教えてください。
（複数回答、Before：N=2,631/After：N=2,862）

385

386
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337

487

273

28

211

453

432

565

355

538

322

13

184
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昇進・昇格の辞退

短日勤務・時短勤務への移行

他部署・他職種への異動

その他

特になし

Before After

0_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響について、
これまで意識したことはありましたか。
（単一回答、N＝1,037）

679

358

697

340
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はい

いいえ

Before After

(人)
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単純集計（解決策/緩和策の認知～アウトカム）
• フェムテックの活用を通じて、医療機関における検診・治療やピル・漢方等の服用に係る回答は減少し、セルフモニタリングやセミ
ナー受講等その他の回答は増加した傾向であった。また、行動の結果、勤務が心理的に楽になった等の回答が増加した。
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316

511

398

476

162

214

232

36

75

741

242

348

494

411

448

144

233

240

20

94

0 100 200 300 400 500 600 700 800

医療機関における各種検診・検査の受診

簡易検査キット等によるセルフチェックの実施

アプリ等によるセルフモニタリングの実施

医療機関における各種治療等の実施

各種専門家への相談

低用量ピル・漢方等の医薬品の服用

各種機器等によるセルフトレーニングの実施

衣類・化粧品等によるセルフケアの実施

セミナー受講等を通じた関連知識の獲得

その他

特になし

Before After

2_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を自身で解
決/軽減するための方法の中で、イメージできるものを教えてください。
（複数回答、 Before：N=3,390/After：N=3,415）

269

303

89

16

13

26

265

262

326

105

31

14

18

228

0 50 100 150 200 250 300 350

勤務が身体的に楽になった

勤務が心理的に楽になった

勤続できると思った

昇進・昇格に前向きになった

他部署・他職種への異動を考えなく

なった

その他

あまり変わらなかった

Before After

4_（3で「特になし」以外を選択した方向け）
行動した結果、あなた自身のキャリアにどのような
良い影響がありましたか。
（複数回答、Before：N= 981/After：N=984）

489

60

198

239

128

298

36

119

98

34

283

485

73

237

215

153

280

63

143

138

16

207

0 100 200 300 400 500 600

Before After

3_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影
響を自身で解決/軽減するための方法の中で、すでに
行動に移したことがあるものを教えてください。
（複数回答、 Before：N=1,982/After：N=2,010）

(人)
(人) (人)
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単純集計（他者・組織への相談先の認知～アウトカム）
• フェムテックの活用を通じて、周囲への相談に係る意識や行動が全体的に高まった。また、実際に協力を得た結果、勤務が心理的
に楽になった、昇進・昇格に前向きになった等の回答が増加した。

5_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼす影響を解決/軽
減するために、どのような人からの協力が必要だと思いますか。
（複数回答、 Before：N=4,054/After：N=4,270）

749

461

753

682

458

353

198

123

72

141

64

784

502

788

711

487

391

207

104

77

156

63

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

パートナー

その他家族

上司

同僚

人事

経営層

産業医

キャリアコーチ・キャリアカウンセラー

自治体の担当課

その他

特になし

Before After

6_女性特有の健康課題があなたのキャリアに及ぼ
す影響を解決/軽減するために、すでに協力を得た
ことがある人がいれば教えてください。
（複数回答、 Before：N=1,844/After：N=1,889）

438

272

269

277

48

15

23

17

2

101

382

467

295

282

266

58

23

17

25

8

95

353

0 100 200 300 400 500

Before After

7_（6で「特になし」以外を選択した方向け）
協力を得た結果、あなたのキャリアや組織に良い
影響があったものを教えてください。
（複数回答、 Before：N=1,095/After：N=1,114）

248

392

147

30

29

60

13

3

76

97

231

416

150

37

21

45

15

8

88

103

0 100 200 300 400 500

勤務が身体的に楽になった

勤務が心理的に楽になった

勤続できると思った

昇進・昇格に前向きになった

他部署・他職種への異動を考えなく

なった

他の女性も働きやすくなった

所属チームのパフォーマンスが向

上した

組織全体のパフォーマンスが向上

した

その他

あまり変わらなかった

Before After

(人)(人) (人)
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健康課題テーマ別のクロス集計結果（再掲）
• 回答者の抱える健康課題について、「妊娠・不妊」と回答した人については、共通指標①：絶対的プレゼンティーズムの
改善傾向および共通指標②の7：他者・組織に向けた相談実施のアウトカムの改善傾向を確認。「産後ケア」および「ヘ
ルスリテラシー」と回答した人については、共通指標①：絶対的プレゼンティーズムの改善傾向および共通指標②の1：
健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知の緩和傾向を確認。

平均値 中央値 最頻値

54.64→60.05 60→60 50→70

測定項目

絶対的プレゼンティーズム

全体0.29 : 0.53 全体0 : 1
協力を得た結果、あなたのキャリアに及ぼす影響
や組織に良い影響があったものを教えてください

56.08→58.24 60→60

3.23→2.95 3→3
女性特有の健康課題があなたの今後の
キャリアに与えうる影響を教えてください

58.47→63.89 60→70

2.97→2.87 3→3
女性特有の健康課題があなたの今後の
キャリアに与えうる影響を教えてください

全体0 : 1

50→60

3→2

50,60→70,80

2→3

妊娠・不妊

絶対的プレゼンティーズム

絶対的プレゼンティーズム

産後ケア

ヘルス
リテラシー

7

回答者の
健康課題

共通
指標①

共通
指標②

1

共通
指標①

共通
指標②

1

共通
指標①

共通
指標②

※1：「事後アンケートの回答個数－事前アンケート回答個数」の値の範囲。
※2：「事後アンケートの回答個数－事前アンケート回答個数」について、全体の傾向と比較した値。値の大きい方が改善があったものとして解釈。
※3：選択個数が減少した場合にはキャリアへの影響の緩和があったものと解釈。

※2 ※2 ※2

※3

※3

値および
選択個数の範囲

0 ～ 100

-9 ～ 9

0 ～ 100

0 ～ 7

0 ～ 100

0 ～ 7

青字/オレンジ字：前述の仮説と同様の結果が出たもの

※1
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妊娠・不妊×絶対的プレゼンティーズム（N＝222）

クロス集計（健康課題×共通指標①・②）
• 回答者属性軸における健康課題テーマについてクロス集計を行ったところ、妊娠・不妊においては、絶対的プレゼンティーズムの
改善層（After-Beforeが正）の山が全体集計のものより大きい。また、他者・組織に向けた相談実施のアウトカムについて、After-
Beforeの最頻度（モード）が1（全体では0）となっており、全体と比べ他者・組織に向けた相談実施のアウトカムの改善傾向を確認。

妊娠・不妊×他者・組織に向けた相談実施のアウトカム（N＝222）

(人)

(人)
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クロス集計（健康課題×共通指標①・②）
• 回答者属性軸における健康課題テーマについてクロス集計を行ったところ、産後ケアにおいては、絶対的プレゼンティーズムの改
善層（After-Beforeが正）の山が全体集計のものより大きい。また、健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知については、平均
値が3.23から2.95に低下し（全体では上昇）、健康課題がキャリアに及ぼす影響度の緩和傾向も見られた。

産後ケア×健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知（N＝74）

産後ケア×絶対的プレゼンティーズム（N＝74）

(人)

(人)
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クロス集計（健康課題×共通指標①・②）
• 回答者属性軸における健康課題テーマについてクロス集計を行ったところ、ヘルスリテラシーにおいても、絶対的プレゼンティーズ
ムの改善層（After-Beforeが正）の山が全体集計のものより大きい。また、健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知については、
平均値が2.97から2.87に低下し（全体では上昇）、健康課題がキャリアに及ぼす影響度の緩和傾向も見られた。

ヘルスリテラシー×絶対的プレゼンティーズム（N＝157）

ヘルスリテラシー×健康課題がキャリアに及ぼす影響度の認知（N＝157）

(人)

(人)
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クロス集計（介入目的×共通指標①）
• 事業特性軸における介入目的についてクロス集計を行ったところ、周囲の認知促進/課題発掘については、制度構築・風土醸成と
比較して、絶対的プレゼンティーズムの平均の上昇等は見えなかった。これらの施策について働く女性本人に変化を及ぼすために
は時間がかかるものとみられる。短期間での変容を測定するためには、直接周囲の人に聞く指標が必要である可能性がある。

周囲の認知促進×絶対的プレゼンティーズム
（N＝620）

周囲の課題発掘×絶対的プレゼンティーズム
（N＝511）

制度構築・風土醸成×絶対的プレゼンティーズム
（N＝213）
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• 回答者の抱える健康課題と、実証前後の「解決策/緩和策実施のアウトカム」をクロス集計した結果、顕著に回答割合の変動のあ

る項目は少なかったが、「妊娠・不妊」に課題感を持つ回答者は、行動の結果「勤務が心理的に楽になった」の回答割合が上昇した。

クロス集計（健康課題×共通指標②）

健康課題×解決策/緩和策実施のアウトカム（Before）

健康課題×解決策/緩和策実施のアウトカム（After）

勤務が身体的に
楽になった

勤務が心理的に
楽になった

勤続できる
と思った

昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種への
異動を考えなくなった

その他
あまり

変わらなかった
総計※

月経・PMS 30.48% 34.19% 8.23% 1.45% 1.45% 1.61% 22.58% 100.00%

妊娠・不妊 20.50% 25.94% 10.46% 1.26% 1.67% 3.77% 36.40% 100.00%

産後ケア 24.69% 35.80% 8.64% 2.47% 1.23% 6.17% 20.99% 100.00%

更年期 24.40% 30.14% 10.05% 1.91% 1.44% 1.91% 30.14% 100.00%

婦人科疾患 28.49% 31.72% 11.83% 1.61% 2.15% 2.15% 22.04% 100.00%

ヘルスリテラシー 29.65% 31.40% 11.63% 2.91% 1.16% 3.49% 19.77% 100.00%

その他 25.61% 26.83% 9.76% 2.44% 3.66% 8.54% 23.17% 100.00%

特になし 28.40% 27.16% 6.17% 3.70% 1.23% 1.23% 32.10% 100.00%

総計 27.37% 31.32% 9.52% 1.86% 1.62% 2.75% 25.57% 100.00%

勤務が身体的に楽にな
った

勤務が心理的に
楽になった

勤続できる
と思った

昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種への
異動を考えなくなった

その他
あまり

変わらなかった
総計※

月経・PMS 28.57% 34.79% 9.75% 2.35% 1.51% 1.34% 21.68% 100.00%

妊娠・不妊 18.67% 32.78% 15.35% 3.32% 0.83% 2.49% 26.56% 100.00%

産後ケア 28.74% 34.48% 14.94% 3.45% 1.15% 2.30% 14.94% 100.00%

更年期 25.24% 30.00% 14.76% 4.76% 1.90% 1.43% 21.90% 100.00%

ヘルスリテラシー 27.55% 33.67% 12.76% 5.10% 2.55% 2.04% 16.33% 100.00%

婦人科疾患 28.90% 30.64% 14.45% 2.31% 1.16% 1.73% 20.81% 100.00%

その他 31.25% 32.29% 12.50% 3.13% 3.13% 4.17% 13.54% 100.00%

特になし 24.74% 34.02% 10.31% 2.06% 1.03% 2.06% 25.77% 100.00%

総計 26.61% 33.16% 12.45% 3.19% 1.59% 1.89% 21.12% 100.00%

※母数が各回答ごと、BeforeとAfterごとに異なる点に留意
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勤務が身体的に
楽になった

勤務が心理的に
楽になった

勤続できる
と思った

昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種へ
の異動を

考えなくなった

他の女性も
働きやすくなった

所属チームの
パフォーマンスが

向上した

組織全体の
パフォーマンスが

向上した
その他

あまり
変わらなかった

総計※

月経・PMS 20.15% 38.68% 12.94% 3.38% 2.06% 3.68% 1.62% 1.03% 7.94% 8.53% 100.00%

妊娠・不妊 19.53% 39.73% 18.52% 4.71% 1.68% 2.36% 0.67% 0.00% 2.69% 10.10% 100.00%

産後ケア 22.61% 36.52% 15.65% 6.09% 2.61% 3.48% 3.48% 0.87% 2.61% 6.09% 100.00%

更年期 19.41% 36.71% 13.92% 4.22% 2.95% 4.22% 1.69% 0.00% 7.59% 9.28% 100.00%

ヘルスリテラシー 16.84% 37.24% 15.82% 4.59% 3.06% 3.57% 2.04% 1.02% 7.14% 8.67% 100.00%

婦人科疾患 22.68% 37.63% 15.46% 2.58% 2.58% 3.09% 1.55% 1.03% 5.67% 7.73% 100.00%

その他 21.35% 30.34% 16.85% 1.12% 0.00% 3.37% 2.25% 1.12% 13.48% 10.11% 100.00%

特になし 27.55% 33.67% 8.16% 6.12% 2.04% 3.06% 0.00% 0.00% 11.22% 8.16% 100.00%

総計 20.46% 37.57% 14.59% 3.93% 2.20% 3.41% 1.57% 0.68% 6.87% 8.71% 100.00%

• 回答者の抱える健康課題と、実証前後の「他者・組織に向けた相談実施のアウトカム」をクロス集計した結果、 顕著に回答割合の変
動のある項目は少なかったが、 「妊娠・不妊」に課題感を持つ回答者は、協力を得た結果「勤務が身体的に楽になった」の回答割合
上昇した。また、「更年期」に課題感を持つ回答者は、「あまり変わらなかった」の回答割合が低下し、より前向きな項目の回答割合
が上昇した。

クロス集計（健康課題×共通指標②）

健康課題×他者・組織に向けた相談実施のアウトカム（Before）

健康課題×他者・組織に向けた相談実施のアウトカム（After）

勤務が身体的に
楽になった

勤務が心理的に
楽になった

勤続できる
と思った

昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種へ
の異動を

考えなくなった

他の女性も
働きやすくなった

所属チームの
パフォーマンスが

向上した

組織全体の
パフォーマンスが

向上した
その他

あまり
変わらなかった

総計※

月経・PMS 22.39% 37.76% 12.39% 2.39% 1.94% 6.42% 1.19% 0.30% 7.16% 8.06% 100.00%

妊娠・不妊 20.40% 35.45% 19.40% 3.34% 4.01% 3.34% 1.34% 0.00% 4.35% 8.36% 100.00%

産後ケア 22.43% 39.25% 12.15% 5.61% 2.80% 2.80% 0.00% 0.93% 9.35% 4.67% 100.00%

更年期 25.79% 36.65% 10.86% 3.17% 1.36% 3.62% 2.26% 0.00% 4.98% 11.31% 100.00%

ヘルスリテラシー 22.28% 39.67% 12.50% 5.98% 3.26% 5.98% 1.63% 0.00% 4.35% 4.35% 100.00%

婦人科疾患 24.00% 39.50% 18.00% 1.50% 1.50% 3.50% 0.50% 0.00% 6.00% 5.50% 100.00%

その他 19.75% 28.40% 14.81% 1.23% 1.23% 3.70% 2.47% 0.00% 14.81% 13.58% 100.00%

特になし 25.88% 27.06% 11.76% 5.88% 5.88% 2.35% 1.18% 1.18% 9.41% 9.41% 100.00%

総計 22.69% 36.82% 14.02% 3.19% 2.49% 4.71% 1.30% 0.22% 6.61% 7.96% 100.00%

※母数が各回答ごと、BeforeとAfterごとに異なる点に留意 568
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勤務が身体的に
楽になった

勤務が心理的に
楽になった

勤続できると思った
昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種への
異動を考えなくなった

その他 あまり変わらなかった 総計※

医療機関における各種検診・検査の受診 27.30% 32.83% 12.56% 2.85% 1.68% 1.17% 21.61% 100.00%
簡易検査キット等によるセルフチェックの実施 27.27% 37.37% 11.11% 3.03% 1.01% 2.02% 18.18% 100.00%
アプリ等によるセルフモニタリングの実施 23.59% 37.21% 12.96% 3.32% 1.99% 1.66% 19.27% 100.00%
医療機関における各種治療等の実施 29.58% 30.63% 14.44% 3.52% 2.46% 2.11% 17.25% 100.00%
各種専門家への相談 25.45% 34.82% 15.18% 6.25% 2.23% 1.79% 14.29% 100.00%
低用量ピル・漢方等の医薬品の服用 36.78% 33.79% 10.90% 1.91% 2.18% 1.63% 12.81% 100.00%
各種機器等によるセルフトレーニングの実施 30.69% 27.72% 14.85% 8.91% 3.96% 0.00% 13.86% 100.00%
衣類・化粧品等によるセルフケアの実施 30.94% 33.15% 11.05% 4.42% 2.76% 1.10% 16.57% 100.00%
セミナー受講等を通じた関連知識の獲得 24.73% 36.02% 15.59% 4.84% 1.61% 2.69% 14.52% 100.00%
その他 37.04% 29.63% 18.52% 7.41% 0.00% 3.70% 3.70% 100.00%
特になし 6.45% 3.23% 6.45% 3.23% 0.00% 9.68% 70.97% 100.00%
総計 28.44% 33.28% 12.97% 3.75% 2.04% 1.71% 17.81% 100.00%

• 自身の行った行動※による結果を実証前後で比較すると、ほぼすべての項目で「あまり変わらなかった」の回答割合の低下が見ら
れ、その他の前向きな項目の回答割合が上昇している。

クロス集計（共通指標②×共通指標②）

解決策/緩和策の実施（Before） ×解決策/緩和策実施のアウトカム（Before）

解決策/緩和策の実施（After） ×解決策/緩和策実施のアウトカム（After）

勤務が身体的に
楽になった

勤務が心理的に
楽になった

勤続できると思った
昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種への
異動を考えなくなった

その他 あまり変わらなかった 総計※

医療機関における各種検診・検査の受診 28.23% 31.55% 10.25% 1.89% 1.42% 1.74% 24.92% 100.00%

簡易検査キット等によるセルフチェックの実施 27.27% 35.06% 9.09% 3.90% 1.30% 3.90% 19.48% 100.00%

アプリ等によるセルフモニタリングの実施 25.38% 36.74% 10.98% 1.52% 1.89% 1.89% 21.59% 100.00%

医療機関における各種治療等の実施 29.82% 27.78% 13.74% 2.92% 2.34% 2.63% 20.76% 100.00%

各種専門家への相談 26.26% 32.40% 13.41% 3.91% 1.12% 3.91% 18.99% 100.00%

低用量ピル・漢方等の医薬品の服用 36.80% 34.14% 8.72% 2.18% 1.69% 2.18% 14.29% 100.00%

各種機器等によるセルフトレーニングの実施 34.78% 30.43% 15.22% 2.17% 0.00% 2.17% 15.22% 100.00%

衣類・化粧品等によるセルフケアの実施 28.39% 37.42% 9.03% 2.58% 1.29% 0.00% 21.29% 100.00%

セミナー受講等を通じた関連知識の獲得 26.43% 32.86% 15.00% 2.14% 3.57% 3.57% 16.43% 100.00%

その他 35.29% 19.61% 15.69% 1.96% 1.96% 11.76% 13.73% 100.00%

特になし 11.36% 25.00% 11.36% 2.27% 4.55% 13.64% 31.82% 100.00%

総計 29.34% 32.28% 11.22% 2.35% 1.79% 2.64% 20.38% 100.00%

※母数が各回答ごと、BeforeとAfterごとに異なる点に留意 569
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勤務が身体的
に楽になった

勤務が心理的
に楽になった

勤続できる
と思った

昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種
への異動

を考えなくなった

他の女性も
働きやすくなった

所属チームの
パフォーマンスが

向上した

組織全体の
パフォーマンスが

向上した
その他

あまり
変わらなかった

総計※

パートナー 21.80% 41.91% 15.33% 3.23% 2.11% 3.23% 0.98% 0.28% 3.38% 7.74% 100.00%
その他家族 23.19% 38.29% 15.10% 3.50% 2.19% 4.38% 1.75% 0.88% 4.60% 6.13% 100.00%
上司 25.15% 37.72% 15.77% 3.99% 2.40% 6.39% 1.60% 0.60% 2.79% 3.59% 100.00%
同僚 22.62% 38.58% 17.07% 3.55% 2.88% 5.76% 2.22% 1.11% 2.44% 3.77% 100.00%
人事 23.58% 33.02% 19.81% 5.66% 1.89% 6.60% 2.83% 1.89% 0.94% 3.77% 100.00%
経営層 21.95% 36.59% 19.51% 4.88% 2.44% 9.76% 0.00% 0.00% 0.00% 4.88% 100.00%
産業医 16.22% 35.14% 10.81% 10.81% 2.70% 16.22% 2.70% 0.00% 2.70% 2.70% 100.00%
キャリアコーチ/カウンセラー 11.76% 44.12% 20.59% 5.88% 2.94% 0.00% 0.00% 0.00% 2.94% 11.76% 100.00%
自治体の担当課 20.00% 53.33% 6.67% 0.00% 0.00% 6.67% 0.00% 0.00% 6.67% 6.67% 100.00%
その他 25.00% 40.00% 5.71% 5.00% 2.14% 5.71% 3.57% 0.00% 10.71% 2.14% 100.00%
特になし 9.18% 6.12% 2.04% 0.00% 0.00% 4.08% 2.04% 2.04% 46.94% 27.55% 100.00%
総計 22.39% 37.98% 14.86% 3.71% 2.24% 5.06% 1.70% 0.69% 5.21% 6.18% 100.00%

• 協力を得たことがある人※による協力の結果を実証前後で比較すると、全体として 「勤務が心理的に楽になった」の回答割合が上
昇しており、特に「自治体の担当課」に協力得たと答えた人が「勤務が心理的に楽になった」と答えた割合が大きく上昇した。

クロス集計（共通指標② ×共通指標② ）

協力を得たことがある人（Before） ×他者・組織に向けた相談実施のアウトカム（Before）

協力を得たことがある人（After） ×他者・組織に向けた相談実施のアウトカム（After）

勤務が身体的
に楽になった

勤務が心理的
に楽になった

勤続できる
と思った

昇進・昇格に
前向きになった

他部署・他職種
への異動

を考えなくなった

他の女性も
働きやすくなった

所属チームの
パフォーマンスが

向上した

組織全体の
パフォーマンスが

向上した
その他

あまり
変わらなかった

総計※

パートナー 22.99% 39.20% 15.43% 3.40% 2.78% 3.86% 1.08% 0.15% 3.09% 8.02% 100.00%
その他家族 26.35% 39.76% 15.53% 3.29% 2.35% 3.06% 1.41% 0.24% 2.12% 5.88% 100.00%
上司 25.10% 34.94% 17.95% 3.28% 3.67% 8.49% 1.54% 0.39% 2.32% 2.32% 100.00%
同僚 24.52% 36.40% 14.94% 3.45% 3.83% 9.58% 1.34% 0.38% 2.30% 3.26% 100.00%
人事 25.25% 30.30% 17.17% 7.07% 3.03% 7.07% 2.02% 0.00% 3.03% 5.05% 100.00%
経営層 25.00% 27.50% 20.00% 5.00% 7.50% 7.50% 5.00% 2.50% 0.00% 0.00% 100.00%
産業医 24.39% 39.02% 17.07% 2.44% 2.44% 2.44% 4.88% 2.44% 0.00% 4.88% 100.00%
キャリアコーチ/カウンセラー 16.67% 36.67% 30.00% 6.67% 0.00% 3.33% 0.00% 0.00% 6.67% 0.00% 100.00%
自治体の担当課 28.57% 28.57% 14.29% 14.29% 14.29% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 100.00%
その他 29.17% 32.64% 9.72% 2.78% 2.78% 3.47% 2.78% 0.00% 8.33% 8.33% 100.00%
特になし 3.66% 4.88% 0.00% 0.00% 0.00% 2.44% 0.00% 1.22% 57.32% 30.49% 100.00%
総計 24.10% 35.80% 15.38% 3.44% 3.09% 5.91% 1.49% 0.35% 4.58% 5.87% 100.00%

※母数が各回答ごと、BeforeとAfterごとに異なる点に留意 570
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フェムテック等サポートサービス
ユーザーインタビュー
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個人向けにオンライン健康相談サービスを実施した一般財団法人ウェルネスサポートLab（以下、ウェルサポ）の実証に参加
された３名の方にお話を伺いました。

03 | 令和3年度事業の利用者の声

利用者インタビュー①

CASE

０１
脇田 麻衣さん

山下 美紗さん

又木 明子さん

ウェルサポ実証参加者

山下さん：知人からの紹介がきっかけでフレンドナースチャットサポートの利用を始めました。

更年期に伴う症状をどのように迎え入れるか悩んでおり、個人として使い始めたの

ですが、これは自社のメンバーにも必要な支援なのではと気づき、のちに社として

もサービスを導入しました。

脇田さん：私も知人からの紹介がきっかけです。20代後半からPMSが重く、また親の介護等

生活上でも様々な課題を抱えていたところ、このサービスが女性特有の健康課題だ

けでなく日常生活の様々なテーマで相談が可能なものであると知り、自身にぴった

りだと感じました。

又木さん：更年期症状の一環なのか、気持ちが落ち込みやすくなった時期があり、その際ウェ

ルサポの代表の笠さんからこのサービスを紹介いただいたことがきっかけです。

LINEで簡単に相談できるということもあって、躊躇なく利用を開始できました。

サービスを利用したきっかけは何ですか？

左から脇田さん、又木さん

＃健康課題全般

ウェルサポでは、フレンドナースチャットサポート（LINEでの看護師等による

オンライン相談）による女性の意思決定支援を通じて女性を取り巻く健康課題

を抽出し、課題解決のための社会的要件を整理しました。また、産官学連携の検

討委員会を開催し、働く女性の抱えるニーズや課題を特定し、それらをもとに啓

蒙・啓発事業を実施しました。

一般財団法人ウェルネスサポートLab

※以下、インタビューを実施した令和4年12月時点の情報です。

＃個人向け ＃オンライン相談

女性の意思決定支援サービスの構築およびライフデザインにまつわる社会環

境整備に向けた実証事業

572



PwC

03 | 令和3年度事業の利用者の声

利用者インタビュー①

山下さん：チャット相談を重ねていくうちに、自身に疲労が溜まっていることに気づきました。私には頑張りすぎてしまう傾向があった

のですが、このサービスを利用し始めてからは強い自分でいることをやめ、楽な気持ちでいることを受け入れられるように

なりました。最近は、職場の皆さんに、いつも楽しそうだね！と言われるようになり、自然体で働くことができるようになっ

ています。仕事で関わる同僚にも、きっとよい影響が波及しているのではないかと思います。これは、自分にとって大きな変

化ですね。

脇田さん：自身の弱い部分も、周りに共有できるようになりました。以前は体調が悪くても、会社ではそれを隠すように振る舞ってい

ました。最近では家族にも健康に関する話をするようになり、フレンドナースにいただいた情報を踏まえ、家族間で病院等の

情報共有をするようにもなりました。

又木さん：私は、家庭の中では、常に自分が強く元気だと思われていたい人です。家族に何かを心配されてもつい大丈夫と返していま

すが、フレンドナースからストレスを溜めているねと声をかけてもらい、弱い自分を認めてもらえる場所ができたと思いまし

た。もう一つの居場所ができたことは、貴重です。

また、振り返ってみると、子どもが小さい頃は子どもの体調が揺らぐたびに、治るまで不安でした。あの時にもしこのサービ

スがあれば、病院に連れていくべきかなど、きっと気軽に相談ができたのだろうと思います。

参加後、自身に起きた変化があれば教えてください。

山下さん：体調が優れなかった際、そもそもその症状で通院した方がよいのかや何科に行くのがよいのかがわからず、フレンドナース

に相談したところ、受診勧奨のうえ症状に即した近所の医療機関を複数紹介いただき、大変助かりました。フレンドナースか

らの返信はいつも自然でかしこまった雰囲気はなく、雑談も含め楽しくやりとりできています。

脇田さん：私も同様に、体調不良時に通院要否等の相談に乗ってもらいました。また、健康診断の検査結果の読み方がわからず、フレ

ンドナースに一緒に見ていただいたことがありました。結果、腎臓の追加検査の提案を受け、受診行動につながりました。

又木さん：自身の心のことや家族のことなど、周囲には話しづらい悩み事についても相談に乗ってもらっています。利用した際には、

気持ちに寄り添った返信をいただき、気持ちが非常に楽になります。小さなことでも、相談ごとがある度に利用しています。

サービスはどのように活用しましたか？
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03 | 令和3年度事業の利用者の声

利用者インタビュー①

山下さん：フレンドナースチャットサポートの活用を通じて、自社がより働きやすい職場に進化していくこと

を期待し、導入を決意しました。多くの職場においてまだそうだと思うのですが、月経・PMSや更

年期などの女性特有の体調不良については、なかなか同僚には伝えにくいものですよね。自身の

体調を正直に会社に相談することで評価や配置などに響いてしまうのではないか、と不安に思う

方もいるでしょう。そのような職場でのコミュニケーションや自身の体調などについて看護師等の

専門性を踏まえたアドバイスを授けてくれるフレンドナースに相談することは、自社の女性社員に

とっても、どのようにふるまうのがよいかの判断の助けになるのではないかと考えました。

サービスについては実際に社員からも好評で、フレンドナースとのチャットを楽しんでいる様子も

見受けられます。サービスの導入継続を切望する声も聞こえてきているところです。

今後は、利用者の事例の共有等を通じて、より多くの社員が気軽にサービスを活用することがで

きるようフォローしていくとともに、日常的に自身の健康に意識を向け労わり合うことのできる

職場環境づくりを推し進めていきたいと思います。

お勤めの会社でもサービスを導入されたとのこと。導入のきっかけとその後の社内の変化を教えてください。

ウェルサポは、当時利用者であったホスピタリティ精神

旺盛な90代のご婦人が「健やかな未来を次世代に」とい

う想いから、2020年1月に設立され、当初より健やかな

地域社会の実現に向けて「かかりつけナース制度」の普及

と共に活動を進めてきました。

多くの皆さんにかかりつけナースのいる心地よい暮らし

を体験していただくことで、健康的に持続的に自分らしく

働ける社会づくりを目指しています。

山下さん

ウェルサポ理事 菊池さんから、最後に一言

「祖母らしい最期」を目の当たりにし、ナースの道を志し

ました。福岡赤十字病院17年在籍中に様々な科で様々

な経験をさせてもらう中で、患者さんの健やかさはその

ご家族の健やかさにつながっていることを実感していま

す。

フレンド（かかりつけ）ナースとなって早三年が経ちます

が、利用者の皆さんとの会話を通して、健康的な暮らし

をサポートできていることに喜びを感じる毎日です。

ウェルサポ代表 笠さんから、最後に一言
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×

自治体を通して、住民向けに妊活・不妊治療の当事者向けサポート等を実施した株式会社ファミワン（以下、ファミワン）のサ

ービスを導入された、青森県東北町 保健衛生課の大久保さんにお話を伺いました。

03 | 令和3年度事業の利用者の声

利用者インタビュー②

CASE

０２ 青森県東北町
保健衛生課

ファミワンサービス利用自治体

大久保 恵子さん（保健師）

私は、NPO法人女性医療ネットワーク主催の「女性の健康づくり学校」の講座を１年間受講し、「女性の健康を後押しすることは

経済活動の活性化につながる」ということを学び、深く興味を持っていました。そんな中、ファミワンが令和３年度に実施した女性

活躍セミナーの案内を受けたことがきっかけで、ファミワンが行っているサービスを知ることができました。

東北町では従来より、妊娠から出産、子育てにおいては手厚く様々な支援を行ってきました。「切れ目のない支援」がひとつのテ

ーマになっていますが、そう考えたときに、妊娠前の方にも何かできることはないかという課題感を持っていました。この課題解

決のために、同社のサービスがぴったりではないかと考え、令和４年度に向けた予算要求を行いました。ちょうど町議会でも不妊

治療について質問が出されたことがあり、そのこともサービス導入の後押しとなりました。令和4年度はふるさと再生基金を活用

し事業を運営しています。

導入したきっかけ・目的は何ですか？

＃個人向け ＃オンライン相談 ＃妊活・不妊

青森県東北町 保健衛生課

※以下、インタビューを実施した令和4年12月時点の情報です。

LINE を使った妊活・不妊治療のサポートサービ

スを、妊活をしている方・不妊治療を受ける方・こ

れから妊活をしようと考えている方などへの提供

するとともに、自治体や企業との連携をより強化し

て、社会を変えるアクションを推進。

株式会社ファミワン

「自治体と連携した 1. 妊活・不妊治療の

当事者向けサポート 2. 妊活・不妊治療

を支える周囲のサポート啓蒙」事業

青森県上北郡の中央部にある人口1万7000人

程の自治体。保健衛生課は妊娠・出産・子育て期の

支援・また成人の各種健康診査事業等、町の健康

づくり全般を主管している。インタビューにご協力

いただいた大久保さんは保健師として主に母子保

健事業を担当。
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03 | 令和3年度事業の利用者の声

利用者インタビュー②

まだ利用者は少ないものの、町民の皆さまからは、よい反応をいただいています。現在、利用者を東北町在住の方に限っています

が、今後は東北町で働いている方（東北町の小中学校の先生等）にも対象を広げ、さらに多くの方にサービスを使っていただける形

にしたいと考えています。

課内においては、この取組をきっかけに、職員の女性の健康課題に関するリテラシーが徐々に高まってきていると感じます。保健

師の間でも、女性特有の健康課題解決に資するフェムテックについての学び合いを進め、よりよい住民サービスを提供できるよう

切磋琢磨していきます。

町民や庁内からの反響はありましたか？

地方によっては産婦人科医が少ないもしくは近くに存在しないこともあり、女性が生涯にわたる健康の相談先として産婦人科の

かかりつけ医を持つことが難しい状況です。同サービスが一次相談先として普及し、正しい受診勧奨につながることを期待します。

また、女性を応援するこれらの取組が、ひいては東北町全体のさらなるまちづくりにつながっていくことを期待しています。

今後への期待があれば教えてください。

大久保さんから、最後にひと言

からだのことについては、専門家に相談することで、より適切な情報が

取得でき、今後の見通しを立てることにもつながります。妊活について、

ちょっと相談してみたいな、不安だなと思った時は、ファミワンの「妊活・

不妊治療専門家による妊活LINEサポート」を利用してみてはいかがでし

ょうか。より安心し、見通しをもって過ごせるようになると思います。

令和４年度からサービス提供を開始しています。サービスの運用自体はファミワンに担っていただき、私たちは、ファミワンの担当の

方と相談しながら、町民の皆さまに広くこのサービスを知ってもらい、利用につなげていただくための広報を実施しています。2人目

不妊に悩む方にアプローチするため保育園にチラシを置き、お申込みにつながったケースがあります。また、若年層にも月経や妊活の

ことを知ってもらうため、若年層向けのチラシを作成し、成人式で配ることを予定しています。

苦労したというよりも、予算要求の際に「保健師が相談を受ければ良いのではないか」という指摘がありました。その際は「利用者に

とって、不妊治療というデリケートな内容を対面で相談することはハードルが高い。LINEで気軽に専門家に相談できるという点で、

本サービスを導入することはメリットが大きい」と説明し、理解を得ました。

取組の内容やその中で苦労した点を教えてください。

東北町のみなさま向けにサポートを提供できていることを

とても嬉しく思っています。都道府県や中核都市だけでなく、

人口数万人の市町村でも、妊活や不妊治療に関する支援を

必要としている人はたくさんいます。声を上げにくく、表面

化していないだけで、悩んでいる人は多いのです。今回の経

産省の補助事業のおかげで縁がつながり、フェムテックの活

用を広げることができ、感謝しています。

ファミワン代表 石川さんから、最後にひと言
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体は丸紅株式会社。以下、LIFEM）のサービスを導入されたコニカミノルタの方々にお話を伺いました。

03 | 令和3年度事業の利用者の声

導入担当者・利用者インタビュー③

導入したきっかけ・目的は何ですか？

＃従業員向け ＃オンライン診療 ＃月経・PMS

CASE

０３
コニカミノルタ健康保険組合

常務理事 鈴田 朗 さん

事務長 渕上 武彦 さん

LIFEMサービス導入担当者

女性活躍推進に関しては、これまでも女性従業員向け研修や男性の育休取得推奨など、間接的な支援施策は数多く実施してきまし

た。一方、社員一人一人の悩みに応じた直接的な支援は提供できていなかったため、効果的なプログラムを模索していたところ、

LIFEM社より本プログラムの提案を受けたことが、サービス導入のきっかけです。

本サービス導入の主な目的は、女性社員の健康課題を組織・会社の課題として捉え、心身の健康確保と働きやすい職場環境の整備

を実施することです。健康というと男女等しく大事な要素ですが、特に出産や月経、更年期等の女性特有の健康課題は、より仕事の

パフォーマンスやキャリアに影響しやすいと思っています。このように、仕事にとっても重要な女性の健康課題のケアについて、全て

自己責任とする会社と、支援を用意している会社を比較すると、後者の方が女性従業員のエンゲージメントが高まると考えています。

※以下、インタビューを実施した令和5年1月時点の情報です。

＃更年期

コニカミノルタ株式会社

丸紅・エムティーアイ・カラダメディカは、幅広い

年齢層をカバーする女性の健康課題改善サービス

を福利厚生メニューとして、①専門医師による月

経・妊娠・更年期に関するセミナー、②仕事の合間

時間や自宅等から受けられる医師によるオンライ

ン診療・相談サービス、③低用量ピルや漢方の服薬

指導・処方を実施。また専門家監修の効果測定手

法を用いて、導入効果を可視化し検証を実施。

丸紅株式会社（現 株式会社LIFEM）

「女性社員が入社からリタイアまでいきい

きと働ける環境を実現する健康課題改善

プラットフォーム事業」

×
右
か
ら
鈴
田
さ
ん
、

渕
上
さ
ん

コニカミノルタは「新しい価値の創造」という経

営理念の下、画像処理を中核とする独自のイメー

ジング技術を活用して、社会やお客様のニーズを

先取りして提案できる「課題提起型デジタルカンパ

ニー」を目指しています。

また、「誰もが生きがいをもって暮らせる社会の実

現に貢献することが、企業の持続的成長を可能に

する」との考えの下、環境保全や従業員の健康増進

にも力を入れています。
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セミナーに参加した男性従業員からは、「女性の健康課題をより具体的に認識することができ、更なる風土醸成の必要性やコミュニ

ケーションの取り方などを学ぶことができて、非常に勉強になった」との声が届いています。この時点で本セミナーを展開できたこと

は、近い将来、意識の変化のみならず、確実に行動変容にまでつながる大きな転機になると確信しています。

また、月経プログラムと更年期プログラム導入後には、女性従業員の「業務パフォーマンス」と「月経・更年期による不調が影響を与

える日数/月」の数値に明らかな改善が見られました。プログラム利用者における中・重度の有症状者※3比率の大幅な減少も見られ、

検証データからも業務の生産性に良い影響が出ていると推測しており、実際に、「月経関連の症状に悩むことがほとんどなくなり、仕

事に支障が出ることがなくなった」などの声が届いています。※3,中・重度とは、横になって休息したい、１日中寝込む程仕事に支障がある程度の症状をさす。

社内からの反響はありましたか？

自身や子供の健康に関する医師等による相談窓口や男性の育児支援サービス等が加わると、より個々に沿った支援が充実すると考

えます。環境整備を進め、女性が活躍できるステージをさらに広げていくことができればと思います。

今後への期待があれば教えてください。

鈴田さん
渕上さん
から最後
にひと言

本サービスを導入した一番の動機は、「個人の痛みや辛さを軽減させたい」という想いでしたので、女性従業員の症状の緩和が

確認できたことは何より喜ばしい結果でした。プレゼンティーズムの改善にも効果があるという確信も持てましたので、今後の効

果検証が楽しみです。

また、なぜ女性特有の健康支援を企業として実施するのかという問いに関しては、「あるべき姿に戻しているだけ」という感覚で

す。女性も男性も同じ人間ですし、困っている人がいれば手を差し伸べたい、男性特有の課題があれば今後その支援もしていけば

よい、と考えています。みんなが幸せに過ごせる環境を作るためにも、引き続き取組を進めていきたいと思います。

まず初めに、医師による女性の健康に係る基礎知識に関するオンラインセミナーを開催しました。男性従業員にもセミナーへの参加

を促すことで職場における理解が深まる契機となることを期待し、男女双方に告知を実施したところ、動画視聴を含め延べ700名超

のセミナー参加者のうち、約40%が男性従業員でした。その後、当該セミナーに参加した女性の中から、月経プログラム※1と更年期

プログラム※2への参加者を募りました。

導入時に苦労したことは、申込人数予測と予算確保です。希望する全ての従業員に対しプログラムの提供をしたい想いはあったの

ですが、具体的なニーズが読めず、実施規模の見立てと基本予算枠の確保に苦労しました。令和4年度は、コロナ禍による開催イベン

ト減少やオンライン化もありある程度の予算が確保できたのですが、次年度以降の予算枠の算定が継続課題となっています。

取組の内容や苦労した点があれば教えてください。

※1,ピル利用に関するオンライン診療サービス ※2,更年期症状に関するオンライン診療サービス
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身体には実際さまざまな変化がありました。おなかの張りや月経周期の乱れの症状があり、オンライン診療のサービスを利用して医師

に相談をしたのですが、そこで漢方の服用の仕方を変えるなどのアドバイスをいただき試してみたところ、症状が改善したこともありま

した。

オンライン診療は手軽ですし、医師から自分の症状に即してどのような検査や治療があるのかを具体的に教えてもらえるため、実際に

受診する決断にも繋がりました。漢方の服用等、自分では知りえなかった治療法を知り、実際に利用することに繋がったのもよかったで

す。

参加後、ご自身に起きた変化があれば教えてください。

まずは「知る」ために、たとえば若いメンバーが自身の身体に目を向けるきっかけになるプログラムを準備することも必要だと感じて

います。また、女性特有の健康課題の解決に資する漢方、サプリメント等の費用や、健康診断における主要検査以外の、例えば更年期に

関する検査に係る費用の補助等もあると、より解決行動に入っていきやすくなるのではないかと思います。

今後への期待があれば教えてください。

Aさんから、最後にひと言

若い人ほど自分の身体について興味がないと感じているかもしれま

せんね。研究職を有するわが社ではたとえば大学院卒など女性の入職

年齢が高まるケースも増えていますが、キャリア形成のプランと妊娠・

出産～子育てのタイミング、自身の年齢や身体の状態との関係について、

正しい知識をもって考えていくことはとても大切であり、若いうちだか

らこそ、ぜひそこに意識を向けてほしいと願います。

社内メールで案内を受けたことがきっかけで、更年期プログラムに参加しました。以前より月経不順

があり、これまでも産婦人科での検診を定期的に受けてきたり、関連する情報を取得したりといったこ

とは行ってきました。更年期に関しては、実は申込時点では自覚できる症状はなかったのですが、母の

更年期症状が深刻だったので自分にもそうなる可能性があるのではと不安だったことと、今後の勉強

にもなると思い、参加することを決めました。

LIFEM担当者 石井さんから、最後にひと言

Femtechを活用する企業がまだ少ない時期より先駆

けてご一緒にお取組みを開始し、パフォーマンス向上や理

解促進の効果を感じて頂ける結果となり、大変嬉しく思

います。コニカミノルタ様のように、エクイティの観点で、

働く女性の健康課題を働く職場の課題として捉える企業

が1社でも増えると良いなと思います。

利用したきっかけ・目的は何ですか？

コニカミノルタ株式会社

女性従業員 Aさん

（更年期プログラム参加者）

LIFEMサービス利用者
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導入したきっかけ・目的は何ですか？

※以下、インタビューを実施した令和5年1月時点の情報です。

＃従業員向け ＃オンライン診療 ＃健康課題全般

日本航空株式会社

人財本部 人財戦略部

D&I推進グループ

アシスタントマネジャー

島 大貴 さん

LIFEMサービス導入担当者
日本航空株式会社

1951年に日本で戦後初の民間航空会社として創業。近年は、ESG戦

略を軸に、「安全・安心な社会」と「サステナブルな未来」を創ることを目

標に掲げ、航空事業だけでなく、人流・商流・物流を創出する地域事業や

次世代モビリティ、マイレージ事業にも注力。それら事業を支える最重

要基盤として、人財育成やDEIの推進にさまざまな観点から取り組んで

いる。

JALでは、お客さまに最高のサービスを提供するためには社員やその家族の心身の健康が不可欠だと考えており、「JAL

Wellness2025」という健康に関する中期計画を作り、取り組んでいます。今回、その重点項目のひとつである「女性の健康課題」の

解決に取り組むこととし、LIFEM社のサービスを実証導入しました。

当社には早朝深夜を含むシフト勤務の職場もあり、時間制約の都合で婦人科への通院のハードルが高いという声もあったことが、オ

ンライン診療を扱っているLIFEM社のサービスを選ぶ理由ともなりました。

導入前に行った社内アンケートでは、月経や更年期など、女性特有の症状により普段通りのパフォーマンスが発揮できないと感じて

いる社員が約半数もいることが明らかになりました。一人一人が自分の健康に向き合うきっかけを作ることで、こういった社員の悔し

さを解消し、女性が自分らしく働ける環境を作りたいーこれがプログラム導入の直接的な目的ではありますが、女性が働きやすくなる

ことは、組織としての生産性向上や、職場全体の働きやすさ向上につながりますので、実はこの取り組みは、男女問わずすべての社員

が長く生き生きと働き続ける環境を作るものだと考えています。

従業員向けに専門医によるセミナーやオンライン診療サービスを実施した株式会社LIFEMのサービスを導入された日本航
空株式会社の方々にお話を伺いました。

CASE

０４
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島さんから
最後に
ひと言

このプログラムがきっかけで、利用者本人の労働生産性やエンゲージメントによい影響が生まれているのはもちろんのこと、周

囲の社員も含めた社全体のエンゲージメント向上にも繋がっています。

多様な社員がいる中で、それぞれに対して個々にフィットした手当てを行っていくことが、組織全体としてWell-beingを高める

秘訣だと考えます。このようなプログラムは、社員が不安なく働き続けられる環境の整備に大きく貢献しますし、定量・定性両面か

ら様々なリターンがある非常に有益なものであると感じています。

初めに、女性社員の体調が各人の業務に及ぼす影響や、男性社員の女性特有の健康課題に対する認識について実態調査を行いました。

その後、当該テーマへの意識醸成をねらったセミナーを3回実施しました。これには約300名が参加し、そのうち、約2-3割が男性社員

でした。オンライン診療プログラムについては、今回は特に女性社員の多い部署から参加者を募り、半年間で約120名が参加しました。

導入時に苦労した点は、いわゆる「病気」の予防や治療ではない側面から健康支援を行う意義の説明です。 「社員が支援や理解を求め

にくい分野の健康課題を解決することで、社員自身が望むパフォーマンスを発揮できるようになる」という考えを軸に、必要性について

丁寧に説明しました。また、社員のプライバシーに係る懸念を和らげるために、取組を進める事務局の担当者は必要最低限の人数とし、

サービスを利用している社員を特定できないようケアしました。加えて、例えば低用量ピルに対する不安などを持つ社員も見受けられた

ため、正しい理解促進のためLIFEM社のサービス内容を漫画で解説した案内をイントラネットに掲載するなど、不安の軽減に努めました。

想像以上の結果が出ました。 LIFEＭ社が計測した社員の生産性に係る指標では、例えば、月経プログラム参加者の「月経による不調

が1か月のうちに影響を与える日数」に関して、サービス実施前は3.5日以上あったものが実施後には1日以下になりました。

また、各プログラム参加者への事後アンケート結果も高評価でした。男性社員からも「自身も正しい知識を持つことが大事だと分かっ

た」との声が上がるなど、女性特有の健康課題をタブー視しない意識が少しずつ生まれてきていますし、女性社員からはサービスの継続

を求める声が上がっています。複数のプログラムがあり、参加者が自分の健康課題に合うものを選べたことが高い満足度の一因かもし

れません。

外部からの反響もあり、メディアからも複数取材を受けています。他企業からも、話を聞かせてほしいという相談が多く来ています。

社内外からの反響や参加者の変容はありましたか？

今後は本サービスに関わる医師が社員にとってのかかりつけ医のような関係になり、社員が自身の健康課題についてより相談しやすい

環境ができることを期待しています。また、昨今男性更年期に対する支援を求める声も上がっており、その支援も検討したいと思います。

今後への期待があれば教えてください。

取組の内容や苦労した点があれば教えてください。
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心身共に良い変化があったと思います。肩こりや頭痛などの体調不良が改善されましたし、何より「体調が悪い時は医師に相談できる

から大丈夫」と思え、健康に対する不安などの心理的なトラブルで自分の労働生産性が下がることもなくなりました。また、医師とのや

りとりで健康に係る意識が醸成されたことで、以前より管理職として部下の体調やモチベーションのフォローに気が回るようになりまし

た。

また、職場の男性社員の変化もありました。私が他のプログラム参加者と病院や処方された薬の話をするのを見た男性社員が、体に

関する話に加わるようになり、まるで腰痛の話をするように更年期の話ができるようになりました。健康の話題を中心に職場のコミュニ

ケーションが活性化し、自分の体調について気軽に話せるようになったことで、職場での心理的安全性が高くなったように感じます。

参加後、ご自身に起きた変化があれば教えてください。

更年期に係る症状はこの先も付き合っていかなければならないものなので、自身の体調を意識しながら、隙間時間に気軽に使えるオ

ンライン診療を受け続けることで、元気な状態を維持していきたいです。また、更年期障害は男性にも起きうるものだと理解しています。

今後男性社員に対する支援も拡充されれば、女性社員もよりサービスを利用しやすくなっていくのではないかと思います。

今後への期待があれば教えてください。

今回のように社員個々の症状に即した支援は初めてでした。会社が社員の健康面まで本気で考えているということを感じ、私自

身も組織から期待されていることに応えたいと、より思うようになりました。

本プログラムの導入は、「会社が本気で社員一人一人を大切にしている」というメッセージになると思います。

更年期障害と思われる症状が改善せず困っていた際に、会社の案内でLIFEM社のサービスを知っ

たのがきっかけで、更年期プログラム※1に参加しました。

プログラムに参加する半年ほど前から体調の優れない日がありましたが、職場ではなかなか気軽に

相談できず、病院探しも難航し、「単なる体調不良だから」と我慢できてしまっていたこともあり、受診

を後回しにしていました。そんな時、私が一番悩んだ病院探しから実際の受診までをサポートしてもら

えるこのプログラムを知り、体調を整える良い機会だと思い、参加を決めました。

※1,更年期症状に関するオンライン診療サービス

Aさんから
最後に
ひと言

株式会社JALセールス

女性管理職 Aさん

（更年期プログラム参加者）

LIFEMサービス利用者
利用したきっかけ・目的は何ですか？
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日頃生活する中で健康に関する情報が目に付くようになり、以前より自身の体調を意識するようになりました。また、本プログラムを

通じて、たとえば更年期障害など自身がまだ経験したことのない健康課題を知る良い機会にもなり、家族や同僚など周囲の人々の体調

変化に対する私自身の許容度が高まったように感じています。

月経～更年期のプログラムが用意されたことで、会社が若年層から中年層までの長期にわたって社員の健康を考えていることがわか

り、今後も自身の健康を大切にしながら働き続けることができそうだと安心できました。

参加後、ご自身に起きた変化があれば教えてください。

私は今回の診察では低用量ピルの服用は不要との診断を受けましたが、たとえばよりエストロゲン量の少ない超低用量ピルの提供が

導入されれば、さらにプログラムを利用できる女性も増えるのではないかと思います。今回このプログラムに参加したことで、医師の雰

囲気などもわかりオンライン診療を利用する心理的ハードルが下がりました。今後も機会があればぜひ利用してみたいです。

今後への期待があれば教えてください。

Bさんから、最後にひと言

今回のサービスでは、全社員共通ではない、個人でその度合いに差が

ある健康という課題の解決に社として取り組んだことで、会社が私を

「大勢いる社員の一部」ではなく、「一個人」として見てくれているんだと

感じました。

お客さまや社会の皆さまに伝わる企業イメージは、社員との接点から

生まれる部分が大きいと思いますので、そういった観点でも社員一人一

人が生き生きと働けることはとても大切だと思います。

社内の周知文書で存在を知り、関心を持ちました。

低用量ピルの服用で体調の良くなった家族がおり、私もそれに関して医師に話を聞いてみたいと思

っていました。ただ、病院探しに苦労し、コロナ禍で不要不急の通院も避けたかったため、オンラインで

気軽に話を聞けるのであればと、月経プログラム※2に参加しました。

利用したきっかけ・目的は何ですか？

日本航空株式会社

女性一般職社員 Bさん

（月経プログラム参加者）

LIFEMサービス利用者

LIFEM担当者 池田さんから、最後にひと言

JAL様のように、早い段階から女性活躍の取り組みに力

を入れている企業様とご一緒することで、我々のサービス

の意義を再確認するとともに、サービス内容のブラッシュ

アップにも繋がりました。より多くの企業様の一助となれ

るよう、今後もJAL様と共に多くの情報発信を行えればと

思います。

※2,ピル利用に関するオンライン診療サービス
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本事業に関して、お問い合わせ等ございましたら、下記までご連絡ください。

＜問い合わせ先＞
PwCコンサルティング合同会社 公共事業部
「フェムテック等サポートサービス実証事業 」事務局
・ jp_cons_femtech@pwc.com
( 受付時間 ９：１５～１７：１５／月～金（祝日除く））

成果報告会の記録動画は
こちらからご視聴いただけます。

https://youtu.be/BoHg_knRMds

こちらからアクセス下さい。
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